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951年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｼｬｯﾀﾞｰﾄﾞ朝国王｢ﾑﾊﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｼｬｯﾀﾞｰﾄﾞ｣(~954年)
951年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢Henry1世｣(~9551101死去)
951年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢Cadwgan ab Owain｣
951年1月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ国王｢ﾗﾐﾛ2世｣
951年1月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王｢ｵﾙﾄﾞｰﾆｮ3世｣(~956年死去)
951年1月2日-08:00|中国|  ||後漢･乾祐3年11月22日|<死去>後漢第2代皇帝｢隠帝(劉承祐)｣枢密使郭威の反乱が
  発生し､乱軍に捕まり殺害された
951年2月9日-09:00|日本|東京都港区|天暦5年|氷川神社創建(赤坂)
951年2月9日-08:00|中国|  ||大理･至治6年|<死去>前大理第3代皇帝｢文成帝(段思良)｣
951年2月9日-08:00|中国|  ||大理･至治6年|<即位>前大理第4代皇帝｢広慈帝(段思聡)｣(~969年)
951年2月13日-08:00|中国|  ||後周･広順1年1月5日|<即位>後周初代皇帝｢太祖(郭威)｣(~954年2月22日)周(後周
  )を建国(都は開封)､｢広順｣に改元(-953年)荊南･呉越も改元
951年2月24日-08:00|中国|  ||北漢･乾祐4年1月16日|<即位>北漢初代皇帝｢世祖神武帝(劉崇)｣名を劉旻と改め
  た(~954年)｢乾祐｣を使用(-956年)
951年7月7日-08:00|中国|  ||北漢･乾祐4年;後周･廣順1年6月1日|劉崇､周に攻められ､遼に援を乞う
951年10月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝ｵｯﾄｰ1世偉大王｣(~09520807)
951年10月4日-08:00|中国|  ||楚･保大9年9月|<即位>楚第6代皇帝｢廃王(馬希崇)｣(~951年)南唐の臣下と称し南
  唐の正朔を奉じた
951年10月4日-08:00|中国|  ||楚･保大9年9月|<廃位>楚第5代皇帝｢恭孝王(馬希萼)｣徐威などの将領が決起､囚
  われ衡山県に軟禁される
951年10月4日-08:00|中国|  ||遼･天祿5年;後周･廣順1年9月1日|遼､周を攻める
951年10月7日-08:00|中国|  ||遼･天禄5年9月4日|<死去>遼可汗｢世宗(耶律兀欲)｣察割らに暗殺された/年34
951年10月11日-08:00|中国|  ||遼･応暦1年9月8日|<即位>遼可汗｢穆宗(耶律述律)｣(~応暦19年2月22日(969年3
  月12日),応暦(-969年)と改元
951年11月2日-09:00|日本|京都府京都市左京区|天暦5年10月|下鴨神社弊殿が焼失
951年12月1日-09:00|日本|京都府京都市|天暦5年10月30日|撰和歌所を置き藤原伊尹を別当とする
951年12月2日-08:00|中国|  ||南唐･保大9年;楚･保大9年11月|<退位>楚第6代皇帝｢廃王(馬希崇)｣南唐に投降/
  南唐は楚を併合
951年12月31日-09:00|朝鮮|  ||高麗･廣順1年12月|高麗､後周年号(廣順1年)を施行
952年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Udaya2世｣Sena2世の甥(~955年)
952年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公･ﾅﾝﾄ伯｢ｱﾗﾝ2世狡猾公｣
952年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公･ﾅﾝﾄ伯｢ﾄﾞﾛｺﾞ｣ｱﾗﾝ2世の1人息子(~958年死去)
952年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Eirikr blodhox Haraldsson｣(2期目~954年死去)
952年1月1日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|天暦5年12月2日|醍醐寺･五重塔の落慶法要(京都で最古の五重塔
  )
952年1月30日-08:00|中国|  ||大理･明徳1年|大理4代･段思聰が明徳と改元(-969)
952年8月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ﾍﾞﾚﾝｶﾞｰﾘｵ2世｣(~961年10月)､｢ｱﾀﾞﾙﾍﾞﾙﾄ2世｣(2回目~961年10月､ｵｯ
  ﾄｰﾈ1世に追放される)
952年8月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾄﾘｴｽﾃはﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国の一部
952年9月6日-09:00|日本|  ||天暦6年8月15日|<死去>第61代｢朱雀法皇｣30歳(誕生:延長1(923)0724)
952年10月24日-08:00|中国|  ||南唐･保大10年10月3日|楚の遺臣の劉言が潭州長沙府を襲い､南唐の占領軍を追
  い出して自立
952年12月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公･ﾄﾛｱ伯｢ﾕｰｸﾞ黒公｣
952年12月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公･ﾄﾛｱ伯｢ｼﾞﾙﾍﾞｰﾙ｣(~09560408死去)
953年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩﾆ朝ｱﾙﾒﾆｱ王｢ｱﾊﾞｽ1世｣
953年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｳﾞｧｽﾌﾟﾗｶﾝ王｢ｱﾌﾞｻﾌﾙ･ﾊﾏｻﾞｽﾌﾟ｣(~972年)
953年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩﾆ朝ｱﾙﾒﾆｱ王｢ｱｼｮｯﾄ3世｣(~977年､死去)
953年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾚﾝﾇ伯｢Judicael Berengar｣
953年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｾｵﾊﾞﾙﾄﾞ2世｣(~959年)
953年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ大公｢ﾌﾞﾙｰﾉ｣ﾘｳﾄﾞﾙﾌｨﾝｸﾞ家､ｹﾙﾝ大司教､皇帝ｵｯﾄｰ1世の弟(~965年)
953年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾞｲﾂ･ｲﾀﾘｱ王ｵｯﾄｰ1世ｵｯﾄｰ1世が息子ﾛｲﾄﾞﾙﾌと娘婿ｺﾝﾗｰﾄの反乱を鎮圧
953年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ対立王｢ﾛﾄﾞﾘ･ｱﾌﾟ･ﾊｳｪﾙ｣
953年3月19日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<死去>ﾌｧｰﾃｨﾏ朝第3代ｶﾘﾌ｢ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ･ﾋﾞﾗｰ｣
953年3月19日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾌｧｰﾃｨﾏ朝第4代ｶﾘﾌ｢ｱﾙ=ﾑｲｯｽﾞ･ﾘ=ﾃﾞｨﾆﾗｰ｣(~9751219死去)ｴｼﾞﾌﾟﾄ
  を支配下に
953年3月29日-09:00|日本|京都府京都市|天暦7年2月12日|京都火災､藍園町(大炊事御門北･町尻東)より失火し､
  神祇官後庁類焼
953年11月11日-08:00|中国|  ||遼･應暦3年10月2日|宛(李胡の次子)､謀反､囚われる
954年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Limbur Kancana｣(~964年)
954年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>呉朝国王｢呉昌岌(天策王)｣
954年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟﾗﾃｨｰﾊｰﾗ朝国王｢ｳﾞｨﾅｰﾔｶﾊﾟｰﾗ｣(~955年)
954年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾙﾋﾞｯﾂ君主｢Ahmad ibn al-Hasan al-Kalbi｣(~969年)
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954年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾌﾞﾙﾋｬﾙﾄ3世｣ﾌﾞﾙﾋｬﾙﾄ2世の子(~9731112死去)
954年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<退位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾘｳﾄﾞﾙﾌ｣(~9570906死去)
954年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾏﾙｶﾑ1世危険な赤王｣
954年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ対立王｢ｴﾄﾞｳｨﾝ･ｱﾌﾟ･ﾊｳｪﾙ｣
954年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Eirikr blodhox Haraldsson｣
954年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾓﾛｯｺ国王｢ｱﾌﾞｰ･ｱﾙ=ｱｲｼｭ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾙ=ｶｰｽｨﾑ･ｶﾞﾝﾇｰﾝ(ｱﾌﾏﾄﾞ1世)｣
954年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｲﾝﾀﾞﾙﾌ積極王｣ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ2世の息子(~962年死去)
954年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ国王｢ｱﾙ=ﾊｻﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾙ=ｶｰｽｨﾑ･ｶﾞﾝﾇｰﾝ(ﾊｻﾝ2世)｣(~974年)
954年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱはｲｷﾞﾘｽに併合
954年2月6日-08:00|中国|  ||北漢･乾祐7年|<死去>北漢初代皇帝｢世祖神武帝(劉旻)｣病没
954年2月6日-08:00|中国|  ||北漢･乾祐7年|<即位>北漢第2代皇帝｢睿宗孝和帝(劉鈞)｣(~天会12年7月27日(968
  年8月23日))
954年2月6日-08:00|中国|  ||後周･顯德1年|後周において郭威が顕徳(-960年1月)と改元
954年2月22日-08:00|中国|  ||後周･顯德1年1月17日|<死去>後周初代皇帝｢太祖(郭威)｣
954年2月26日-08:00|中国|  ||後周･顯德1年1月21日|<即位>後周第2代皇帝｢世宗(柴栄)｣(~959年7月27日)
954年4月16日-09:00|日本|京都府京都市|天暦8年3月11日|冷然院を冷泉院と改める
954年8月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｻｰﾏｰﾝ朝第5代ｱﾐｰﾙ｢ﾇｰﾌ1世｣
954年8月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻｰﾏｰﾝ朝第6代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ=ﾏﾘｸ1世｣(~9611123死去)
954年8月31日-08:00|中国|  ||後周･顯德1年8月|王逵は､朗州に劉言を攻め滅ぼした
954年9月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>西ﾌﾗﾝｸ王｢ﾙｲ4世渡海王｣落馬事故のため死去
954年9月28日-09:00|日本|  ||天暦8年8月29日|<死去>雅子内親王(生年910年/皇女､伊勢斎宮､藤原師輔の室)
954年10月13日-09:00|日本|  ||天暦8年9月14日|<死去>重明親王(生年906年､皇族)
954年11月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>西ﾌﾗﾝｸ王｢ﾛﾃｰﾙ｣ﾙｲ4世の子(~09860302死去)
955年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Sena3世｣Udaya2世の兄弟(~964年)
955年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟﾗﾃｨｰﾊｰﾗ朝国王｢ﾏﾋｰﾊﾟｰﾗ2世｣(~956年)
955年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<死去>ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢ｻﾄｩｸ･ﾎﾞｸﾞﾗ･ﾊﾝ｣
955年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ﾗﾜﾃﾞｨｯﾄﾞ朝君主｢Husain1世｣(~988年)
955年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢Hugh the Great｣(~962年)
955年1月27日-08:00|中国|  ||後周･顯德2年初頭|後周･(世宗)柴栄:四川の後蜀を攻めて秦州(現甘粛省天水)を
  初めとする4州を奪った
955年5月24日-08:00|中国|  ||後周･顯德2年5月|後周･世宗が廃仏をおこなう
955年6月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｻｲﾌ･ｱｯﾀﾞｳﾗがｻﾗﾐｰﾔの戦いでｱﾗﾌﾞ遊牧民の連合軍を破る
955年8月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>西ﾌﾗﾝｹﾝ大公｢ｺﾝﾗｰﾄ赤毛公｣
955年8月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<ﾚﾋﾌｪﾙﾄの戦い>ｵｯﾄｰ1世の東ﾌﾗﾝｸ軍が､侵入したﾊﾝｶﾞﾘｰ大公国騎馬民族(
  ﾏｼﾞｬｰﾙ人)に壊滅的な打撃を与える
955年9月-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ候｢ﾌﾞﾙｸﾊﾙﾄ｣(~976年7月)
955年10月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ大公｢ﾀｸｿﾆｰ･ﾌｨｱ･ｿﾙﾄ｣ｼﾞｮﾙﾄの息子(~971年没)
955年11月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣兼ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯
955年11月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世(喧嘩公)｣(~976年従兄のﾛｰﾏ皇帝ｵｯﾄｰ
  2世と争い､公国を召し上げられた)兼ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯(~975年廃位)
955年11月8日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第129代ﾛｰﾏ教皇｢ｱｶﾞﾍﾟﾄｩｽ2世｣
955年11月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｴﾄﾞﾚｯﾄ｣約32歳
955年11月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｴﾄﾞｳｨ｣ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ1世とｴﾙｷﾞｳﾞｧの男子(~09591001死去)
955年12月16日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第130代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ12世｣(~09640514死去)
955年12月17日-08:00|中国|  ||後周･顯德2年;南唐･保大13年11月|世宗自らが率いた後周の軍勢が南唐に侵攻
  し､正陽(現在の安徽省鳳陽県)で南唐の軍勢を大いに破り､寿州の城を囲んだ/さらに趙匡胤に命じてｼﾞｮ州を
  占領させた
956年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾁｮｰﾗ朝国王｢Gandaraditya Chola｣
956年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｮｰﾗ朝国王｢Arinjaya Chola｣(~957年死去)
956年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟﾗﾃｨｰﾊｰﾗ朝国王｢ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾊﾟｰﾗ2世｣(~960年)
956年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢ﾑｰｻｰ｣ｻﾄｩｸの子(~958年)
956年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾑｸﾀｰ･ｱﾙｶｼﾞﾑ｣
956年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ国王｢ｵﾙﾄﾞｰﾆｮ3世｣
956年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ｼﾆｰ伯｢Otto1世｣(~987年死去)
956年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王｢ｻﾝﾁｮ1世｣(~958年退位~966年死去)
956年-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾓﾗｳﾞｨｱをﾎﾞﾍﾐｱが支配(~10040908)
956年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｺﾝｶﾞﾗｯﾊ･ｸﾉｸﾞﾊﾞ･ﾏｯｸ･ﾏ･ｲ･ﾙ ﾐﾄﾊｲ｣
956年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾄﾞｰﾅﾙ･ﾏｯｸ･ﾐｭｱﾁｬｰﾀｲ｣(~980年没)
956年2月15日-08:00|中国|  ||南唐･保大14年|楚･馬希萼の武将であった周行逢が南唐の支配を退けて再び湖南
  を制圧(-962年)
956年2月15日-08:00|中国|  ||南唐･保大14年;後周･顯德3年|南唐は寿州へ救援軍を差し向けるが､世祖自ら率
  いる後周の軍に紫金山(寿州城の東北)にて敗れ､ついで寿州は後周に占領され,さらに濠州･泗州･揚州･泰州が
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  後周に奪われた
956年4月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公･ﾄﾛｱ伯｢ｼﾞﾙﾍﾞｰﾙ｣
956年4月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄﾛﾜ伯｢ﾛﾍﾞﾙﾄ2世｣(ﾓｰ伯｢ﾛﾍﾞﾙﾄ｣)(~967年死去)
956年4月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ｵﾄﾝ｣(~09650222)
956年6月4日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Muhammad3世｣
956年6月4日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Ahmad1世｣前王の息子(~981.6死去)
956年6月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾊﾟﾘ伯｢ﾕｰｸﾞ大公｣
956年6月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾟﾘ伯｢ﾕｰｸﾞ･ｶﾍﾟｰ｣(~9961024死去)
957年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾁｮｰﾗ朝国王｢Arinjaya Chola｣
957年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｮｰﾗ朝国王｢ﾊﾟﾗｰﾝﾀｶ2世(ｽﾝﾀﾞﾗ･ﾁｮｰﾗ)｣(~970年)
957年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<死去>ｻﾗﾘﾄﾞ朝(ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ)国王｢Marzuban ibn Muhammad｣
957年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ王｢ﾚｵﾝ3世｣(~967年)
957年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｻﾗﾘﾄﾞ朝(ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ)国王｢Justan1世ibn Marzuban｣(~960年死去)
957年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾞｻﾙ伯｢Wilfred2世｣
957年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ﾏｽﾀﾗｽ2世｣(~958年死去)
957年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯｢Roger1世｣ArsendaとArnoldの息子(~1012年),｢Raymond2世Roger｣｢Pete
  r1世Roger｣Roger1世の息子(~1010年)
957年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞｻﾙ伯｢Sunifred｣(~968年死去)
957年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾔﾏ･ﾄﾞﾝﾎﾞ｣(~969年)
957年2月3日-08:00|中国|  ||北漢･天会1年|北漢において劉継元が天会(-973年)と改元
957年3月5日-08:00|中国|  ||後周･顯德4年2月|柴栄は急建造した水軍をもって再び淮南にたった/紫金山に陣
  取る南唐軍5万のうち4万を壊滅させた柴栄はその勢いで寿州城もついに陥とした
957年4月10日-09:00|日本|京都府京都市山科区|天暦11年3月8日|元慶寺の僧坊･雑舎焼亡
957年5月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｴﾄﾞｶﾞｰ平和王｣ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ1世とｴﾙｷﾞｳﾞｧの男子(~09750708死去)
957年7月5日-09:00|日本|  ||天暦11年6月6日|<死去>康子内親王(生年919年､皇族)
957年10月26日-08:00|中国|  ||後周･顯德4年;南唐･保大15年10月|楚州が後周に奪われ､両軍は長江を挟んで対
  峙､長江での水軍同士の戦いで南唐は大敗
957年11月21日-09:00|日本|  ||天徳1年10月27日|天暦から天徳に改元
957年11月24日-08:00|中国|  ||後周･顯德4年;南唐･保大15年11月|柴栄は､濠州から少し離れた淮河の渡河地点
  である渦口を押さえるために､ここを守っていた南唐水軍と戦い､斬首5千､奪船3百艘､投降2千余人という勝利
957年12月24日-08:00|中国|  ||後周･顯德4年;南唐･保大15年12月|泗州城主范再遇は､後周軍のあまりの激しい
  攻撃を受け城を出て降伏
958年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Suleyman Arslan Khan｣(~970年)
958年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ｽﾝﾊﾞﾄ1世｣
958年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ1世｣(~994年死去)
958年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ﾏｽﾀﾗｽ2世｣
958年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｴﾉｰ伯｢ﾚﾆｴ3世｣
958年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｺﾞｰﾑ老王｣
958年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公･ﾅﾝﾄ伯｢ﾄﾞﾛｺﾞ｣59歳
958年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ｺﾞﾄﾞﾌﾛﾜ1世｣(~964年死去)
958年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ3世｣(~9620101死去)父のｱﾙﾇｰﾙ1世(大伯)と共同統治
958年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾚﾝﾇ伯｢Conan1世the Crooked｣(⇒990年兼ﾚﾝﾇ公~9920627死去)
958年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｾﾙｷﾞｳｽ1世｣(~966年死去)
958年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾊｰﾗﾙ1世｣ｺﾞｰﾑ老王とﾃｭｰﾗの息子(~09861101死去)
958年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王｢ｵﾙﾄﾞｰﾆｮ4世｣(~960年退位~962年死去)
958年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ﾚｵﾝ国王｢ｻﾝﾁｮ1世｣(~966年死去)
958年1月20日-09:00|日本|  ||天徳1年12月28日|<死去>大江朝綱(生年886年/公卿､書家)
958年1月23日-08:00|中国|  ||南唐･中興1年1月|南唐において李璟が中興(-2月)と改元
958年3月23日-08:00|中国|  ||後周･顯德5年3月|たびたび侵略してくる契丹､北漢軍を叩くため､燕雲十六州に
  対して親征/益津関､瓦橋関の抵抗を粉砕して､瀛､莫2州を回復
958年3月23日-08:00|中国|  ||南唐･交泰1年3月|南唐において李璟が交泰(-5月)と改元
958年4月16日-09:00|日本|  ||天徳2年3月25日|乾元大宝鋳造(皇朝十二銭の最後)できる
958年4月21日-09:00|日本|京都府京都市|天徳2年3月30日|法性寺焼亡
958年5月5日-09:00|日本|京都府京都市|天徳2年4月14日|右京一条二坊一二七八町に火事
958年5月21日-09:00|朝鮮|  ||高麗･光宗10年5月|高麗が科挙制度を創設
958年5月21日-08:00|中国|  ||後周･顯德5年;南唐･交泰1年5月|南唐皇帝･李璟は後周国に降伏､長江以北の領土
  割譲
958年6月20日-08:00|中国|  ||後周･顯德5年;南唐･顯德5年6月|南唐･李璟は後周の世宗･柴栄に使者を送り､自
  ら臣下と称して国号および帝号を廃止､江南国国主を自称し後周の年号｢顕徳｣を用いた(以後975年まで後周の
  年号を使用)
958年7月4日-09:00|日本|京都府京都市|天徳2年6月15日|二条院焼亡
958年9月16日-08:00|中国|  ||南漢･大宝1年8月|南漢･劉鋹が大宝に改元(-971年)
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958年9月18日-08:00|中国|  ||南漢･大宝1年8月3日|<死去>漢(南漢)皇帝｢中宗･劉晟｣享年39
958年9月18日-08:00|中国|  ||南漢･大宝1年8月3日|<即位>南漢第4代皇帝｢後主(劉鋹)｣(~971年)
958年11月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝｼﾞｭｰ伯｢ﾌﾙｸ2世善良伯｣
959年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｼﾞｬﾔ･ｲﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~965年)
959年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗ朝国王｢ｺﾞｰﾊﾟｰﾗ2世｣(~976年)
959年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ﾁｮｰﾗ朝ﾊﾟﾗｰﾝﾀｶ2世の軍隊がｾｲﾛﾝに侵入
959年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ辺境伯｢ｺﾞﾄﾞﾌﾛﾜ1世｣(後下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公~964年死去)
959年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>上ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ辺境伯･ﾊﾞﾙ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ1世｣(のち上ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公~9780518死去)
959年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第22代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｶﾝﾃﾞｨｱｰﾉ4世｣(~976年)
959年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ5世the Bold｣兼ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ3世(~968.12死去)
959年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾄﾗﾝｽﾓﾝﾄﾞ3世｣(~967年)
959年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｺｲﾝﾌﾞﾗ伯｢Gonzalo Munoz｣(~966.12)
959年4月11日-08:00|中国|  ||後周･顯德6年3月|後周･(世宗)柴栄:燕雲十六州のうち､南寄りの2州を奪取
959年6月9日-08:00|中国|  ||後周･顕徳6年;遼･應暦9年5月1日|周､遼を攻め瀛州(河北省河間県)･莫州(河北省
  任丘県)を陥れ15州になる
959年6月12日-08:00|中国|  ||後周･顕徳6年;遼･應暦9年5月4日|周､易州を陥れ14州になる
959年7月5日-08:00|中国|  ||後周･顯德6年5月27日|周､軍を還す
959年7月27日-08:00|中国|  ||後周･顯德6年6月19日|<死去>後周第2代皇帝｢世宗(柴栄)｣
959年7月28日-08:00|中国|  ||後周･顯德6年6月20日|<即位>後周第3代皇帝｢恭帝(柴宗訓)｣7歳(~960年2月3日)
959年9月8日-09:00|日本|京都府京都市|天徳3年8月3日|藤原師輔の桃園第雑舎焼亡
959年10月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｴﾄﾞｳｨ｣約19歳
959年10月5日-09:00|日本|  ||天徳3年9月|<任命>鎮守府将軍｢源仲舒｣(~不詳)
959年10月5日-09:00|朝鮮|  |||高麗が10道を定め州県制を施行
959年11月9日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾇｽ7世｣(誕生906年)
959年11月9日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ﾛﾏﾉｽ2世｣ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ7世とﾛﾏﾉｽ1世ﾚｶﾍﾟﾉｽの娘ﾍﾚ
  ﾈの子(~09630315死去)
960年-09:00|朝鮮|  |||高麗が皇都を開京に定める
960年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟﾗﾃｨｰﾊｰﾗ朝国王｢ﾗｰｼﾞﾔﾊﾟｰﾗ｣(~1018年)
960年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ|  |||ｶﾗﾊﾝ朝がｲｽﾗﾑ教を受容し､ﾄﾙｺ系初のｲｽﾗﾑ王朝に
960年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<死去>ｻﾗﾘﾄﾞ朝(ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ)国王｢Justan1世ibn Marzuban｣
960年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｻﾗﾘﾄﾞ朝(ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ)国王｢Ismail ibn Wahsudan｣(~962年)
960年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>ｾﾙﾋﾞｱ王｢ﾁｬｽﾗﾌ｣ﾏｼﾞｬｰﾙ人に捕らえられ､溺死/義理の息子ﾃｨﾎﾐﾙが後を
  継いで｢ﾗｼｱ｣の支配者となった.国家は崩壊ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ帝国とﾌﾞﾙｶﾞﾘｱに併合された
960年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｼﾞｭｰ伯｢ｼﾞｮﾌﾛﾜ1世灰衣伯｣ﾌﾙｸ2世善良伯の息子(~09870721死去)
960年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾙﾄﾙ伯･ﾌﾞﾛﾜ伯｢Theobald1世｣(~975年死去)ﾄｩｰﾙ伯
960年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾅﾝﾄ伯｢Hoel1世｣(~981年死去)
960年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ｳﾞｨｹﾝ王｢Trygve Olavsson｣(~963年)
960年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｵｴﾙ1世｣ｱﾗﾝ2世とｼﾞｭﾃﾞｨﾄの庶子(~981年死去)
960年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾐｪｼｭｺ1世｣ｼｪﾓﾐｽｳの息子(~9920525死去)
960年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王｢ｻﾝﾁｮ1世｣(~966年死去)
960年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ﾚｵﾝ国王｢ｵﾙﾄﾞｰﾆｮ4世｣(~962年死去)
960年1月7日-09:00|日本|京都府京都市上京区|天徳3年12月7日|紫宸殿の前庭に､橘を植える(右近の橘)
960年1月31日-09:00|朝鮮|  ||高麗･峻豊1年|高麗で峻豊(-962)と改元
960年1月31日-08:00|中国|  ||後周･顯德7年1月1日|遼･北漢連合軍が南下して後周を攻撃との報が入り､周朝は
  殿前都点検の趙匡胤を派兵
960年2月3日-08:00|中国|  ||後周･顯德7年1月4日|<即位>北宋初代皇帝｢太祖｣(~開宝9年10月20日(976年11月14
  日)死去)
960年2月3日-08:00|中国|  ||後周･顯德7年1月4日|<退位>後周第3代皇帝｢恭帝(柴宗訓)｣首都開封の東北の陳橋
  駅において､幼帝に不安を抱いた軍人達が反乱(陳橋の変)開封を占領
960年2月4日-08:00|中国|  ||宋･建隆1年1月5日|北宋初代皇帝｢太祖｣国号を大宋とし建隆と建元(~963年(4年11
  月))
960年3月30日-09:00|朝鮮|  ||高麗･峻豊1年3月|高麗が百官の公服を制定
960年4月15日-09:00|日本|大阪府大阪市天王寺区|天徳4年3月17日|摂津の四天王寺が焼失
960年9月20日-08:00|中国|  ||荊南･建隆1年8月27日|<死去>荊南第3代皇帝｢貞懿王(高保融)｣
960年9月20日-08:00|中国|  ||荊南･建隆1年8月27日|<即位>荊南第4代皇帝｢高保勗｣(~962年12月19日)宋朝より
  荊南節度使に任じられた
960年10月16日 14:00|日本|京都府京都市|天徳4年9月23日|<平安京内裏初めて全焼>23時ごろ平安京の内裏(皇
  居)東門の宣陽門の左衞門陣から出火し794年の平安建都いらい初めて内裏が全焼/この時,温明殿の内侍所に
  納めてあった天皇家三種の神器の一つの神鏡(八咫鏡)も持ち出す暇なく焼けた
960年10月22日-09:00|日本|京都府京都市|天徳4年9月29日|観学院庁舎が焼失
960年10月27日-09:00|日本|京都府京都市|天徳4年10月5日|大学寮南堂曹司･算堂など焼亡
960年11月1日-08:00|中国|  ||遼･應暦10年10月10日|喜隠(李胡の長子｡完徳)､謀反｡李胡､獄に下り､そこで薨じ
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961年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊｻﾝｳｪｲﾋｯﾄﾞ朝国王｢Hasanwayh｣建国(~979年死去)
961年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾏｽﾞﾔﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾘｰ1世･ｲﾌﾞﾝ･ﾏｽﾞﾔﾄﾞ･ｱﾙ=ﾅｰｼﾘｰ､ｻﾅｰｯﾀﾞｳﾗ｣中部ｲﾗｸのﾋｯﾗに建国(~10
  17年)
961年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<死去>ｲﾌｼｰﾄﾞ朝第2代ﾜｰﾘｰ｢ｱﾌﾞﾙｶｼﾞﾑ･ｳﾇﾕｱ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙｲｸｼﾄﾞ｣
961年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｲﾌｼｰﾄﾞ朝第3代ﾜｰﾘｰ｢ｱﾌﾞﾙ=ﾊｯｻﾝ･ｱﾘ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙｲｸｼﾄ｣(~966.1死去)
961年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾎｰｺﾝ1世(善王)｣
961年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ4世赤王｣
961年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ辺境伯｢ﾍﾙﾏﾝ･ﾋﾞﾙﾝｸﾞ｣(~09730327死去)
961年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾕｰｸﾞ｣(~972年)
961年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ1世Ironhead｣共同統治(~981.3死去)
961年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾊｰﾗﾙ2世灰衣王｣(~970年死去)､｢ﾗｸﾞﾝﾌﾛｰﾄﾞ･ｴｲﾘｸｿﾝ･ｸﾞﾝﾋﾙﾄﾞｿﾝ｣(~970年
  )､｢ｱｰﾘﾝｸﾞ･ｴｲﾘｸｿﾝ｣(~969年)､｢ｸﾞﾄﾞﾛｰﾄﾞ･ｴｲﾘｸｿﾝ｣(~970年)､｢ｼｸﾞﾙﾄﾞ･ｴｲﾘｸｿﾝ奴隷王｣(~964年)
961年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｱﾚﾗｰﾓ｣(~991年死去)､｢ｸﾞﾘｴﾙﾓ2世｣(共同統治者)｣ｱﾚﾗｰﾓの長男
961年1月20日-08:00|中国|  ||南唐･建隆2年|南唐･李璟､洪州(江西省南昌)に遷都
961年1月20日-08:00|中国|  ||宋･建隆2年1月|｢唐会要｣完成
961年3月5日-09:00|日本|  ||応和1年2月16日|天徳から応和に改元
961年3月7日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｸﾚﾀ島はﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ支配が復活
961年3月16日-09:00|日本|  ||応和1年2月27日|酉刻､坤方に彗星
961年5月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王｢ｵｯﾄｰ2世赤帝｣ｵｯﾄｰ1世の息子(9671225共同皇帝⇒9730507神聖ﾛｰﾏ
  皇帝~9831207死去)
961年8月12日-08:00|中国|  ||南唐･建隆2年6月28日|<死去>南唐2代皇帝｢元宗(李璟)｣47歳で病死
961年8月12日-08:00|中国|  ||南唐･建隆2年6月28日|<即位>南唐3代皇帝｢後主(李煜)｣(~976年1月1日)金陵で即
  位
961年10月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝ｵｯﾄｰ1世偉大王｣(~09730507死去)
961年10月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ対立王｢ｲｳﾞﾚｱ候ﾍﾞﾚﾝｶﾞｰﾘｵ2世｣(~09631202)
961年10月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>ｲﾀﾘｱ王｢ﾍﾞﾚﾝｶﾞｰﾘｵ2世｣神聖ﾛｰﾏ皇帝ｵｯﾄｰ1世に滅ぼされる;｢ｱﾀﾞﾙﾍﾞﾙﾄ2世｣ｵｯﾄ
  ｰ1世に追放される
961年10月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>後ｳﾏｲﾔ朝初代ｶﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗﾌﾏｰﾝ3世｣
961年10月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>後ｳﾏｲﾔ朝第2代ｶﾘﾌ｢ﾊｶﾑ2世｣(~09761016死去)
961年11月23日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｻｰﾏｰﾝ朝第6代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ=ﾏﾘｸ1世｣
961年11月24日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻｰﾏｰﾝ朝第7代ｱﾐｰﾙ｢ﾏﾝｽｰﾙ1世｣(~09760613死去)
961年12月11日-09:00|日本|京都府京都市|応和1年11月|内裏再建される
961年12月20日-09:00|日本|  ||応和1年11月10日|<死去>経基流清和源氏の初代･源経基(経基王)
962年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ｱﾙﾌﾟﾃｷﾞｰﾝ｣ｻｰﾏｰﾝ朝の総督がｶｽﾞﾅを占領し創始(~0963.9死去)
962年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｻﾗﾘﾄﾞ朝(ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ)国王｢Ibrahim1世ibn Marzuban1世｣(~979年)
962年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ｲｺﾞﾘｳﾞｨﾁ｣(~969年)
962年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｱﾙﾇﾙﾌ2世｣ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯(~9870330死去)
962年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｷﾞﾖｰﾑ3世｣ﾎﾟﾜﾄｩｰ伯(~9630403死去)
962年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｲﾝﾀﾞﾙﾌ積極王｣
962年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾀﾞﾌ激烈王｣(~09660720)
962年1月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ3世｣
962年2月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ|  |||<即位>初代神聖ﾛｰﾏ皇帝｢ｵｯﾄｰ1世大帝｣王妃ｱｰﾃﾞﾙﾊｲﾄとともに
  戴冠(東ﾌﾗﾝｸ王~9730507死去)神聖ﾛｰﾏ帝国の成立
962年2月8日-09:00|朝鮮/中国|  ||高麗･峻豊3年;宋･建隆3年|高麗､宋に初めて遣使
962年2月8日-08:00|中国|  ||北宋･建隆3年|高昌ｳｲｸﾞﾙの使節が宋へ派遣
962年2月8日-08:00|中国|  ||北宋･建隆3年|ﾀﾝｸﾞｰﾄで親宋派と離反派の内紛がおこり､宋が援軍を派遣
962年10月1日-09:00|日本|  ||応和2年8月30日|<応和2年の近畿大風雨>暴風雨のために大和､近江など近畿の国
  々の役所の建物や､神社､仏閣の建物が損壊/東大寺本堂の扉3間､力士大門など､興福寺の維摩堂､新薬師寺の七
  仏薬師堂や雑舎､西大寺の食堂､調寺の講堂など名だたる大建築が損壊
962年12月19日-08:00|中国|  ||荊南･建隆3年11月20日|<死去>荊南第4代皇帝｢高保勗｣病没
962年12月19日-08:00|中国|  ||荊南･建隆3年11月20日|<即位>荊南第5代皇帝｢高継沖｣(~963年領地を宋朝に納
  めたことにより荊南は滅亡)
963年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾍﾞﾄﾅﾑで12使君分裂割拠時代が始まる
963年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾗｰｼｭﾄﾗｸﾀｰ朝が北ｲﾝﾄﾞへ侵入しﾊﾟﾗﾏｰﾗ朝ﾊﾙｼｬ･ｼｰﾔｶ王を破る
963年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾕﾌｨﾘｽ王｢Abdallah bin Qahtan｣(~997年)
963年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<設立>ｱﾄｽにｸﾞﾚｰﾄﾛｰﾗ(ﾗｳﾞﾗ)修道院
963年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ伯｢Raoul｣
963年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ伯｢ｺﾞｯﾄﾌﾘｰﾄ1世｣Gotheloの息子(~1002年死去)
963年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王ﾍﾞﾚﾝｶﾞｰﾘｵ2世,ｱﾀﾞﾙﾍﾞﾙﾄ2世が神聖ﾛｰﾏ皇帝ｵｯﾄｰﾈ1世に追放される(ｲﾀﾘｱ王
  国は神聖ﾛｰﾏ帝国の一部となった)
963年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ｳﾞｨｹﾝ王｢Harald Gudrodsson "Graenske"｣(~995年)
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963年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾍﾞｽﾄﾌｫｰﾙﾄﾞ王｢Harald Gudrodsson "Graenske"｣(~995年)
963年1月28日-08:00|中国|  ||北宋･建隆4年|楚が北宋に併合された
963年1月28日-08:00|中国|  ||北宋･建隆4年|宋で｢宋刑統｣(律文注釈書)が完成
963年2月27日-08:00|中国|  ||荊南･建隆4年2月|<退位>荊南第5代皇帝｢高継沖｣領地を宋朝に納めたことにより
  荊南は滅亡
963年3月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ﾛﾏﾉｽ2世｣
963年3月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ﾆｹﾌｫﾛｽ2世ﾌｫｶｽ｣ｶｯﾊﾟﾄﾞｷｱの軍事貴族であるﾌｫｶ
  ｽ家の生まれ/ﾛﾏﾉｽ2世の没後､2人の息子が幼かったため国の実権をめぐって宦官ﾖｾﾌ･ﾌﾞﾘﾝｶﾞｽと争うが首都で
  の市街戦を制して市民の歓呼に迎えられて入城.その後､ﾛﾏﾉｽの皇后ﾃｵﾌｧﾉと結婚し正統皇室の子供達の義父と
  いう立場で皇帝として即位(~09691210死去)
963年3月31日-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｻｯﾌｧｰﾙ朝第7代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
963年3月31日-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｻｯﾌｧｰﾙ朝第8代ｱﾐｰﾙ｢ﾊﾗｰﾌ2世｣(~1002年降伏)
963年4月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱｷﾃｰﾇ公･ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ3世｣兼ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ1世｣
963年4月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｷﾞﾖｰﾑ4世｣兼ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ2世｣(~09940203死去)
963年4月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｧｲﾏｰﾙ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣
963年4月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｧｲﾏｰﾙ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世(大ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ)｣(~10031224死去)
963年4月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾙﾃﾞﾝﾇ伯｢ｷﾞｾﾞﾙﾍﾞﾙﾄ｣
963年4月17日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾙﾃﾞﾝﾇ伯｢ｼﾞｰｸﾌﾘｰﾄ｣(~09981028没)
963年4月26日-08:00|中国|  ||宋･建隆4年4月|建隆応天暦が施行される
963年4月26日-08:00|中国|  ||宋･建隆4年4月|宋が中央集権的地方官制を整備
963年9月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ｱﾙﾌﾟﾃｷﾞｰﾝ｣
963年9月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ｣(~09661100死去)
963年11月19日-08:00|中国|  ||宋･乾徳1年11月|北宋･太祖趙匡胤が乾徳(-968年)と改元
963年12月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ皇帝ｵｯﾄｰ1世が教会会議の結果として教皇ﾖﾊﾈｽ12世を退位させる
963年12月6日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ8世｣(~09640226退位)
963年12月19日-09:00|朝鮮|  ||高麗･乾德1年12月|高麗､宋年号(乾徳1年)を施行
964年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Prabu Munding Ganawirya｣(~973年)
964年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Udaya3世｣(~972年)
964年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Rustam2世｣(~979年死去)
964年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<廃位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Shahriyar2世｣
964年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公･ｴﾉｰ伯｢ｺﾞﾄﾞﾌﾛﾜ1世｣
964年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公･ｴﾉｰ伯｢ﾘｼｪ･ﾄﾞ･ﾓﾝｽ｣(~973年死去)
964年2月16日-08:00|中国|  ||後蜀･広政27年|後蜀が北宋の来攻を受ける
964年2月16日-08:00|中国|  ||南唐･乾德2年|南唐で鉄銭を鋳造しはじめた
964年2月26日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<退位>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ8世｣
964年3月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｱﾙﾇｰﾙ1世(大伯)｣
964年3月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｱﾙﾇｰﾙ2世｣ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ3世の息子(~9870330死去)
964年4月29日-09:00|日本|  ||応和4年3月15日|大学寮学生･天台僧､勧学会を始める
964年5月14日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第130代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ12世｣
964年5月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第131代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ5世｣(~09640623退位)
964年6月11日-09:00|日本|  ||応和4年4月29日|<死去>藤原安子(生年927年､村上天皇の中宮)
964年6月23日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第132代ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ8世｣(~09650301死去)
964年6月23日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<退位>第131代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ5世｣
964年8月19日-09:00|日本|  ||康保1年7月10日|康保に改元
965年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>呉朝国王｢呉昌文(南晋王)｣滅亡
965年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ﾊﾟﾗﾒｰｼｭｳﾞｧﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ1世(~982年)
965年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||この頃ｼｬｰﾋｰ朝ｼﾞｬﾔﾊﾞｰﾗ即位(～1001)
965年-04:00|ﾛｼｱ/ｳｸﾗｲﾅ|  |||ｷｴﾌ公国ｽｳﾞｧﾄｽﾗｰﾌがﾊｻﾞｰﾙに遠征しｳﾞｫﾙｶﾞ河口のｲﾃｨﾙ､ﾄﾞﾝ下流域のｻﾙｹﾙという主
  要都市を破壊
965年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Istwandad｣(~不明)⇒｢Hazarasp1世｣(~1117年)
965年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵｽﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾎﾄﾞｰ1世(ｵﾄﾞｰ1世)｣(~9930313死去)ｹﾞﾛの甥
965年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Otto-Henry｣ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公(~987年~10021015死去)
965年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾉﾙﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ(ﾃｨｱﾄﾞﾘﾋ)｣(~983年)
965年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｳﾞｨｸﾍﾞﾙﾄ｣(~976年)
965年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<昇格>下ﾛﾚｰﾇ辺境伯｢ｺﾞﾄﾞﾌﾛﾜ1世｣⇒下ﾛﾚｰﾇ公(~964年);上ﾛﾚｰﾇ辺境伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ1世｣⇒上
  ﾛﾚｰﾇ公(~978年)
965年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｵｽﾄﾏﾙｸ辺境伯の死でﾏﾙｸが三分されﾉﾙﾄﾏﾙｸ(後のﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸﾞ辺境領)､ﾏﾙｸ･ﾏｲｾﾝ
  ､ｵｽﾄﾏﾙｸが成立
965年2月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ｱﾝﾘ1世(偉大公)｣(~10021016)
965年2月23日-08:00|中国|  ||北宋･乾徳3年;後蜀･広政28年1月20日|<退位>後蜀第2代皇帝｢後主(孟昶)｣宋に降
  伏し後蜀は滅亡
965年3月1日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第132代ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ8世｣
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965年4月20日-09:00|日本|滋賀県大津市|康保2年3月20日|近江国崇福寺焼亡
965年5月4日-09:00|日本|  ||康保2年4月|<任命>鎮守府将軍｢源信孝｣(~不詳)
965年6月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲｳﾞﾚｰｱ辺境伯｢ｸﾞｲｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｳﾞﾚｰｱ｣(生年生年未詳)
965年10月1日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第133代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ13世｣(~09720906死去)
966年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>呉朝国王｢呉昌熾｣呉昌岌の子(~968年滅亡)
966年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌは再びｳﾞｬﾁﾁ族を攻め､彼らをｷｴﾌへの貢納圏内につなぎ止めることに成功
966年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｾﾙｷﾞｳｽ1世｣
966年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Miro de Barcelona｣
966年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾐﾛｰ1世｣
966年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰｺﾝ伯｢Lietald2世｣
966年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ国王｢ｻﾝﾁｮ1世｣
966年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Borrell2世｣(~9920930死去)
966年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰｺﾝ伯｢Aubry2世｣(~982年死去)
966年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ﾏﾝｿ1世｣(~1004年死去)
966年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王｢ﾗﾐﾛ3世｣(~984年退位~09850626死去)
966年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞのﾋﾟｱｽﾄ朝が正式にﾛｰﾏｶﾄﾘｯｸを受容
966年1月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<死去>ｲﾌｼｰﾄﾞ朝第3代ﾜｰﾘｰ｢ｱﾌﾞﾙ=ﾊｯｻﾝ･ｱﾘ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙｲｸｼﾄ｣
966年1月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｲﾌｼｰﾄﾞ朝第4代ﾜｰﾘｰ｢ｱﾌﾞ･ｱﾙ=ﾐｽｸ･ｶﾌｰﾙ｣(~968.4死去)
966年1月25日-09:00|日本|兵庫県姫路市|康保3年|性空上人,書写山圓教寺創建
966年1月25日-08:00|中国|  ||南唐･乾德4年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢尉遅輸羅(李从德)｣(~977年)
966年6月21日-08:00|中国|  ||宋･乾徳4年6月|宋が広州市に舶司を設置
966年7月4日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第132代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ5世｣(生年生年未詳)
966年7月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>元ｲﾀﾘｱ王､ｲｳﾞﾚｰｱ辺境伯｢ﾍﾞﾚﾝｶﾞｰﾘｵ2世｣(生年900年)
966年7月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｶﾘﾝ白王｣(~971年死去)
966年10月4日-09:00|日本|京都府京都市|康保3年閏8月18日|<康保3年桂川決壊､平安京西南部大洪水>桂川が決
  壊し大洪水となり､平安京の西南部が海のようになった/家屋は流失/大内裏の西隣､中御門大路の北､西堀河小
  路の西にあった西獄(獄舎:刑務所)の塀が水の勢いで破損
966年11月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｶﾞｽﾞﾅ朝第2代君主｢ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ｣
966年11月12日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝第3代君主｢ﾋﾞﾙｹﾞﾃｨｷﾞｰﾝ｣(~975年死去)
966年12月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｺｲﾝﾌﾞﾗ伯｢Rodrigo Velasquez｣(~978年死去)
966年12月12日-09:00|日本|滋賀県大津市|康保3年10月28日|延暦寺諸堂焼亡､30宇焼失
967年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||丁部領､12使君の乱を鎮圧
967年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗｰｼｭﾄﾗｸｰﾀ朝国王｢ｺｰｯﾃｨｶﾞ･ｱﾓｰｶﾞｳﾞｧﾙｼｬ｣(~972年)
967年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌﾘｷﾞｯﾄﾞ朝ｼｬｰ｢Abu 'Abdallah Muhammad｣(~995年死去)
967年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ王｢ﾃﾞﾒﾄﾘｳｽ3世｣(~975年)
967年-04:00|ｵﾏｰﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｵﾏｰﾝはﾍﾟﾙｼｬのﾌﾞｲﾄﾞ王朝により支配(~1053年)
967年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌはﾋﾞｻﾞﾝﾂ皇帝ﾆｹﾌｫﾛｽ2世ﾌｫｰｶｽの要請に応じ､大軍を率いてﾊﾞﾙｶﾝ侵攻/ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ軍
  を撃破し､ほぼﾊﾞﾙｶﾝ全土を制圧
967年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｻﾗﾘﾄﾞ朝(ﾀﾞｲﾗﾑ)国王｢Wahsudan ibn Muhammad｣
967年-03:00|ｲﾗｸ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾑﾀﾞｰﾝ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰ･ﾀｸﾞﾘﾌﾞ｣(~978年)
967年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｼﾞｬｱﾌｧﾙ･ﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ﾊｻﾆ｣(~980年)
967年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾑﾀﾞｰﾝ朝(ｱﾚｯﾎﾟ)ｱﾐｰﾙ｢ｻｱﾄﾞ･ｱｯﾀﾞｳﾗ｣(~991年)
967年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾓｰ伯｢ﾛﾍﾞﾙﾄ｣兼ﾄﾛﾜ伯｢ﾛﾍﾞﾙﾄ2世｣
967年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄﾛｱ･ﾓｰ伯｢Herbert3世｣(~995年死去)
967年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ1世｣(~981.3死去)
967年1月15日-09:00|日本|  ||康保3年12月2日|<死去>藤原朝忠(生年910年/公卿､歌人､三十六歌仙の一人)
967年1月30日-09:00|日本|  ||康保3年12月17日|<死去>式明親王､皇族(生年907年)
967年2月9日-09:00|日本|  ||康保3年12月27日|<死去>小野道風(享年73､生年894年/公家､能書家)
967年2月12日-08:00|中国|  ||于ﾃﾝ･天尊1年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢尉遅蘇拉｣(~977年)/年号を天尊とする(~977年)
967年4月8日-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方･ｹﾙﾏｰﾝ地方)ｱﾐｰﾙ｢ﾑｲｯｽﾞ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣
967年4月8日-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方･ｹﾙﾏｰﾝ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｲｯｽﾞ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣ﾑｲｯｽﾞ･ｳｯﾀﾞｳﾗの子(~9
  78年死去)
967年4月14日-09:00|日本|  ||康保4年3月2日|<死去>敦実親王､皇族(生年893年)
967年7月5日-09:00|日本|  ||康保4年5月25日|<死去>｢第62代村上天皇｣
967年7月5日-09:00|日本|  ||康保4年5月25日|<践祚>｢63代冷泉天皇｣10月11日即位(~09690813)
967年7月31日-09:00|日本|  ||康保4年6月22日|<就任>関白:藤原実頼
967年8月17日-09:00|日本|  ||康保4年7月9日|<施行>律令政治の基本細則｢延喜式｣(醍醐天皇の命で藤原時平ら
  が編纂した格式)
967年12月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｽﾞｨﾔｰﾙ朝第2代国王｢ﾜｼｭﾑｷﾞｰﾙ･ﾌﾞﾝ･ｽﾞｨﾔｰﾙ｣
967年12月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｽﾞｨﾔｰﾙ朝第3代国王｢ﾋﾞﾌｽﾄｩｰﾝ･ﾌﾞﾝ･ﾜｼｭﾑｷﾞｰﾙ｣(~977年死去)
968年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>丁朝皇帝｢先皇帝(丁部領)｣ﾍﾞﾄﾅﾑを統一､大瞿越を建国(~太平10年10月(979年)
  死去)
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968年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｼﾞｬﾔｰｳﾞｧﾙﾏﾝ5世(ﾁｪｲｳﾞｧﾙﾏﾝ5世)｣(~1001年死去)
968年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<退位>呉朝国王｢呉昌熾｣呉朝滅亡
968年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾊｻﾞｰﾙに代わって新しく南ﾛｼｱ平原で台頭してきた遊牧民ﾍﾟﾁｪﾈｸﾞがﾙｰｼを襲い､ｷｴﾌの街を
  包囲するに及んでｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌは帰国を余儀なくされた
968年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｺﾝﾌﾗﾝ伯･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢Sunifred2世｣
968年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｼﾞｮﾝ3世｣
968年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾞｻﾙ伯｢Sunifred｣
968年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾝﾌﾗﾝ伯･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢Miro3世｣(~984年死去),｢Oliba3世Cabreta｣(~988年)
968年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ1世｣ｱﾙﾙ伯ﾎﾞｿ2世の子(~9930829以降死去)､｢Rotbold1世｣Boson
  2世の息子(~1008年死去)
968年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ辺境伯｢ﾙﾎﾞｰ2世｣ｱﾙﾙ伯ﾎﾞｿ2世の子(~1008年)
968年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞｻﾙ伯｢Miro2世Bonfill｣(~984年死去)
968年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ﾏﾘﾅｽ2世｣(~992年死去)
968年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾏｸﾃﾞﾌﾞﾙｸﾞに東方布教の中心として大司教座が置かれる
968年2月2日-09:00|日本|京都府京都市北区|康保5年|この年上賀茂社を造営
968年2月2日-08:00|中国|  ||大理･順徳1年|大理国･段思聡が順徳と改元
968年4月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<死去>ｲﾌｼｰﾄﾞ朝第4代ﾜｰﾘｰ｢ｱﾌﾞ･ｱﾙ=ﾐｽｸ･ｶﾌｰﾙ｣
968年4月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｲﾌｼｰﾄﾞ朝第5代ﾜｰﾘｰ｢ｱﾌﾞﾙ=ﾌｧﾜﾘｽ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾘｰ｣(~969.6,ﾌｧｰﾃｨﾏ朝の将軍
  ｼﾞｬｳﾊﾙが大軍とともに到来すると､全ｴｼﾞﾌﾟﾄは国をあげてほとんど抵抗することなく降伏し､ｲﾌｼｰﾄﾞ朝は滅ん
  だ)
968年8月11日-09:00|日本|奈良県奈良市|康保5年7月15日|東大寺と興福寺が乱闘
968年8月23日-08:00|中国|  ||北漢･天会12年7月27日|<死去>北漢第2代皇帝｢睿宗孝和帝(劉鈞)｣病死
968年8月23日-08:00|中国|  ||北漢･天会12年7月27日|<即位>北漢第3代皇帝｢少帝(劉継恩)｣(~968年10月)
968年9月8日-09:00|日本|  ||安和1年8月13日|康保から安和に改元
968年9月25日-08:00|中国|  ||北漢･天会12年9月|<死去>北漢第3代皇帝｢少帝(劉継恩)｣侯霸栄に殺害される
968年9月25日-08:00|中国|  ||北漢･天会12年9月|<即位>北漢第4代皇帝｢英武帝(劉継元)｣(~979年)
968年10月25日-08:00|中国|  ||宋･乾德6年;北漢･天会12年10月1日|宋､太原(北漢)を囲む/遼､北漢を救う
968年11月23日-08:00|中国|  ||宋･開宝1年11月|北宋･太祖趙匡胤が開宝(-976年)と改元
968年12月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ5世the Bold｣兼ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ3世｣
968年12月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾌﾟｱ公兼ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾗﾝﾀﾞﾙﾌ4世｣共同統治(~9820713死去)
969年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾐﾝ･ｷﾞﾋﾟｭｰ｣(~984年)
969年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~977年)
969年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾄﾞﾚｳﾞﾘｬｰﾈ公｢ｵﾚｸﾞ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~977年死去)
969年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾛｼｱ|  |||ｷｴﾌ公国がﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ王を破り､第一次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ王国が終焉
969年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾐﾋｬｴﾙ･ｸﾚｼﾐﾙ2世｣
969年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ｳﾍﾞﾙﾄ｣
969年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｺﾞﾃﾞﾐｰﾙ｣(~995年)
969年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ｳｰｺﾞ｣ｳﾍﾞﾙﾄの子(~10011221死去)
969年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ｷﾞｮｰﾑ3世｣ｷﾞｮｰﾑ2世の息子(~10300131死去)
969年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾙﾋﾞｯﾂ君主｢Ya'ish｣(~970年)
969年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ｸﾛｱﾁｱ王｢ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾄﾞﾙｼﾞｽﾗﾌ｣(~997年､死去)
969年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾔﾏ･ﾀﾞﾝｶ･ｷﾊﾞｵ｣(~981年)
969年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｾﾙﾋﾞｱはﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ帝国に併合(~976年)
969年1月21日-08:00|中国|  ||大理･明政1年|<死去>前大理第4代皇帝｢広慈帝(段思聡)｣
969年1月21日-08:00|中国|  ||大理･明政1年|<即位>前大理第5代皇帝｢応道帝(段素順)｣(~986年)明政(-985年)
  と改元
969年3月12日-08:00|中国|  ||遼･應暦19年2月22日|<死去>遼可汗｢穆宗(耶律述律)｣殺される/年39
969年3月13日-08:00|中国|  ||遼･保寧1年2月23日|<即位>遼可汗｢景宗耶律賢｣(~乾亨4年9月24日(982年10月13
  日)保寧(-979年)と改元
969年4月14日-09:00|日本|長崎県壱岐市|安和2年3月25日|前相模介藤原千春､その男久頼､および隋兵等は安和
  の変に絡み検非違使源満季(満仲男)により検挙禁獄され千春は遠流の刑で壱岐國へ
969年4月15日-09:00|日本|  ||安和2年3月26日|左大臣源高明が安和の変に荷担していたとして捕らえられる
969年4月20日-09:00|日本|京都府京都市|安和2年4月1日|源高明の西宮第焼亡
969年6月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<退位>ｲﾌｼｰﾄﾞ朝第5代ﾜｰﾘｰ｢ｱﾌﾞﾙ=ﾌｧﾜﾘｽ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾘｰ｣ﾌｧｰﾃｨﾏ朝の将軍ｼﾞｬｳﾊﾙが
  大軍とともに到来すると､全ｴｼﾞﾌﾟﾄは国をあげてほとんど抵抗することなく降伏し､ｲﾌｼｰﾄﾞ朝は滅んだ
969年7月11日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｷｴﾌ大公国摂政｢ｵﾘｶﾞ｣
969年7月11日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ﾔﾛﾎﾟﾙｸ1世｣(~09780611死去)
969年9月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ﾎﾞﾘｽ2世｣(⇒971年､ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝの囚人~977年､死去)
969年9月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<退位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ1世｣(~09700130死去)
969年9月27日-09:00|日本|  ||安和2年8月13日|<就任>摂政:藤原実頼(~天禄元年5月18日在官中に薨御)
969年9月27日-09:00|日本|  ||安和2年8月13日|<退位>第63代｢冷泉天皇｣､守平親王が践祚
969年10月24日-09:00|日本|  ||安和2年9月11日|<死去>婉子内親王(生年904年/皇族､賀茂斎院)
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969年11月5日-09:00|日本|  ||安和2年9月23日|<即位>第64代｢円融天皇｣守平親王(~09840827)
969年12月10日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ﾆｹﾌｫﾛｽ2世｣ﾖﾊﾈｽ1世ﾂｨﾐｽｹｽのｸｰﾃﾞﾀｰによって
  暗殺される/56歳(誕生913年)
969年12月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾖﾊﾈｽ1世ﾂｨﾐｽｹｽ｣(~09760110死去)
969年12月19日-09:00|日本|新潟県|安和2年11月8日|平貞時を越後国に流す
970年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Danarnava｣(~973年)
970年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｮｰﾗ朝国王｢Uttama Chola｣(~985年死去)
970年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢ｱﾘｰ･ｱﾙｽﾗﾝ･ﾊﾝ｣ﾑｰｻｰの子(~998年)
970年-03:00|ﾊﾞｰﾚｰﾝ|  |||<即位>ｶﾙﾏﾃｨﾔ君主｢Abul Kassim Sa'id｣(~972年)
970年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｶｽﾃｨｰﾘｬ伯｢Fernan Gonzalez｣
970年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾊｰﾗﾙ2世灰衣王｣
970年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｶｽﾃｨｰﾘｬ伯｢Garcia Fernandez｣(~995年死去)
970年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾏﾝﾄｳﾞｧ伯｢Adalbert Atto｣(~09880213死去)
970年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾊﾞｺﾞﾙｻﾞ伯｢Humfred2世｣Raymond2世の息子(~979年)
970年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｴﾘｸ6世(勝利)｣(~995年死去)
970年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾎｰｺﾝ･ｼｸﾞﾙﾄﾞｿﾝ｣ﾃﾞﾝﾏｰｸ総督(~995年没)
970年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸがﾉﾙｳｪｰを支配(~995年)
970年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｪﾝﾄ王｢Arthfael ap Nowy｣(~983年)
970年2月9日-08:00|中国|  ||宋･開寶3年|銭塘江の逆流を鎮めることを願い智覚禅師によって六和塔完成(中国
  杭州市)
970年2月9日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大瞿越･太平1年|大瞿越･丁部領が太平と改元(-980年)
970年2月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾅﾊﾞﾗ王･ﾊﾟﾝﾌﾞﾛｰﾅ王｢ｶﾞﾙｼｱ･ｻﾝﾁｪｽ1世｣51歳
970年2月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王･ﾊﾟﾝﾌﾞﾛｰﾅ王｢ｻﾝﾁｮ･ｶﾞﾙｾｽ2世｣ｶﾞﾙｼｱ･ｻﾝﾁｪｽ1世とｱﾝﾄﾞﾚｺﾞﾀ･ｶﾞﾘﾝﾃﾞ
  ｽの男子(~994.12死去)
970年2月23日-09:00|日本|  ||安和3年1月15日|<任命>鎮守府将軍｢藤原千常｣(~不詳)
970年5月3日-09:00|日本|  ||天禄1年3月25日|安和から天禄に改元
970年5月9日-09:00|日本|京都府京都市|天禄1年4月2日|冷泉院が焼亡
970年6月10日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ﾄﾙｹﾙ･ﾓﾆ･ｿｰｼｭﾀｲﾝｿﾝ｣(~982年
  )
970年6月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾙﾋﾞｯﾂ君主｢Abu'l-Qasim Ali ibn al-Hasan al-Kalbi｣(~9820713死去)
970年6月26日-09:00|日本|  ||天禄1年5月20日|<就任>摂政:藤原伊尹(~天禄3年10月23日)太政大臣
970年7月19日-09:00|日本|京都府京都市|天禄1年6月14日|初めて官祭として｢祇園祭｣実施.以降毎年行われるよ
  うになる
970年10月10日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|天禄1年9月8日|金峯山寺焼亡
971年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｼｬｯﾀﾞｰﾄﾞ朝国王｢ｱﾘ1世･ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾏﾄﾞ･ﾗｼｭｶﾘ｣(~978年)
971年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌは二度目のﾊﾞﾙｶﾝ遠征/再度ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ軍を破って南進/帝国領ﾄﾗｷｱに乱入し､ﾌｨﾘｯﾎ
  ﾟﾎﾟﾘｽを陥落させたがﾖｱﾝﾈｽに追われ､ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ北部にまで撤退
971年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾞﾌﾞﾙｼﾞｬは東ﾛｰﾏ(ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ)帝国の一部(~1187年)
971年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｰﾙ伯｢Heribert｣(~996年)
971年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ大公｢ｹﾞｻﾞ｣ﾀｸｿﾆｰ･ﾌｨｱ･ｿﾙﾄの息子(~09970201死去)
971年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｶﾘﾝ白王｣
971年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｹﾈｽ2世兄弟殺し王｣ﾏﾙｶﾑ1世の息子(~995年死去)
971年1月30日-08:00|中国|  ||宋･開宝4年;南漢･大宝14年|<廃位>南漢第4代皇帝｢後主(劉鋹)｣宋の太祖(趙匡胤
  )が侵攻､宋軍の捕虜となり南漢は領土を宋に併呑されて南漢は滅亡
971年7月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国摂政｢ﾀﾞﾋﾞﾃﾞ｣｢ﾓｲｾｲ｣｢ｱﾛﾝ｣｢ｻﾑｲﾙ｣(~977年)
971年7月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝国ﾖﾊﾈｽ1世がﾌﾞﾙｶﾞﾘｱを併合(~976年)
971年10月1日-09:00|日本|  ||天禄2年9月10日|<死去>広平親王､皇族(生年950年)
972年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Sena4世｣Kassapa5世の息子(~975年)
972年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾗﾏｰﾗ朝国王｢Vakpati2世｣Siyaka2世の息子(~990年)
972年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗｰｼｭﾄﾗｸｰﾀ朝国王｢ｶﾙｶ2世｣(~973年)
972年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾟﾗﾏｰﾗ朝がﾗｰｼｭﾄﾗｸﾀｰ朝の首都を占領
972年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｳﾞｧｽﾌﾟﾗｶﾝ王｢ｱｼｮﾄ･ｻﾊｸ(ｱｼｮﾄ4世)｣(~983年)
972年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ﾛﾘ王｢ｸﾞﾙｹﾞﾝ1世｣建国(~989年)
972年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｼﾞｬｽﾀﾆｽ朝国王｢Khusrau Shah｣(~1004年死去)
972年-03:00|ﾊﾞｰﾚｰﾝ|  |||<即位>ｶﾙﾏﾃｨﾔ君主｢Abu Yaqub Yousuf｣(~977年)
972年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<設立>ｱﾄｽにｳﾞｧﾄﾍﾟﾃﾞ修道院
972年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｶｲﾛにｱｽﾞﾊﾙ･ﾓｽｸが建設
972年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾚｲﾓﾝﾄﾞ5世｣(~978年)
972年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾘﾋﾞｱ|  |||<即位>ｽﾞｨｰﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾌﾞﾙｯｷﾞｰﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｽﾞｨｰﾘ｣建国(~984年死去)
972年3月26日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｷｴﾌ大公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ1世｣ﾄﾞﾆｴﾌﾟﾙの有名な難所｢早瀬｣を通ったとき､ﾍ
  ﾟﾁｪﾈｸﾞ人たちに討ち取られる
972年7月15日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ﾎﾞﾚｽﾗﾌ1世｣
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972年7月15日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ﾎﾞﾚｽﾗﾌ2世｣(~9990207死去)
972年9月6日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第133代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ13世｣
972年10月20日-09:00|日本|  ||天禄3年9月11日|<死去>空也(70歳､延喜3(903)年生)浄土宗の始祖
972年12月27日-09:00|日本|  ||天禄3年11月27日|<就任>関白｢藤原兼通｣
973年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Prabu Jayagiri Rakeyan Wulung Gadung｣(~989年)
973年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>後期ﾁｬｰﾙｷﾔ朝国王｢ﾀｲﾗ2世｣(~997年)
973年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Jata Choda Bhima｣(~999年)
973年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗｰｼｭﾄﾗｸｰﾀ朝国王｢ｲﾝﾄﾞﾗ4世｣(~982年死去)
973年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公･ｴﾉｰ伯｢ﾘｼｪ･ﾄﾞ･ﾓﾝｽ｣
973年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ﾙﾉｰ｣(~同年死去))⇒｢ﾚﾆｴ4世｣(~974年)
973年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｻﾚﾙﾉ公｢ﾗﾝﾀﾞﾙﾌ｣⇒<復位>｢ｷﾞｻﾙﾌ1世｣(~977.11死去)
973年-01:00|ﾁｪｺ|  |||ﾌﾟﾗﾊ司教座が創設される
973年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Mael Coluim｣(~997年死去)
973年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞにﾛｰﾃﾞｨｱﾝが組み込まれる
973年1月4日-09:00|日本|  ||天禄3年11月27日|<就任>関白:藤原兼通(~貞元2年10月11日)太政大臣
973年1月19日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第134代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ6世｣(~09740608死去)
973年3月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ辺境伯｢ﾍﾙﾏﾝ･ﾋﾞﾙﾝｸﾞ｣
973年3月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ公｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ1世｣(~10110209死去)
973年4月3日-09:00|日本|奈良県奈良市|天禄4年2月27日|大和薬師寺焼亡
973年4月18日-09:00|日本|京都府京都市|天禄4年3月13日|北野社の御在所･礼殿焼亡
973年5月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝･ｲﾀﾘｱ王｢ｵｯﾄｰ1世大帝｣60歳(誕生0912
  1123)
973年5月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝･ｲﾀﾘｱ王｢ｵｯﾄｰ2世赤帝｣(ﾄﾞｲﾂ王~09831
  207死去)
973年5月28日-09:00|日本|京都府京都市|天禄4年4月23日|強盗､源満仲宅を囲み放火し､300余戸焼亡
973年6月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾌｧｰﾃｨﾏ朝がｶｲﾛに遷都
973年11月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾌﾞﾙﾋｬﾙﾄ3世｣
973年11月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ｵｯﾄｰ1世｣ﾘｳﾄﾞﾙﾌの子(~9821031死去)
974年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ｺﾞﾄﾞﾌﾛﾜ2世｣ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ伯ｺﾞｯﾄﾌﾘｰﾄ1世(~998年)
974年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢ｵｳｪｲﾝ･ｱﾌﾟ･ﾓｰｶﾞﾝ｣(~983年)
974年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<退位>ﾓﾛｯｺ国王｢ｱﾙ=ﾊｻﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾙ=ｶｰｽｨﾑ･ｶﾞﾝﾇｰﾝ(ﾊｻﾝ2世)｣ｲﾄﾞﾘｰｽ朝が滅亡
974年 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾓﾛｯｺはﾌｧｰﾃｨﾏ朝の一部(~987年)
974年1月16日-09:00|日本|  ||天延1年12月20日|天禄から天延に改元
974年1月26日-08:00|中国|  ||宋･開寶7年;南唐･開寶7年|宋は南唐･李煜の来朝を要請したがこれを拒否したた
  め､侵攻
974年1月26日-08:00|中国|  ||北漢･広運1年|北漢において劉継元が広運(-979年)と改元
974年1月26日-08:00|中国|  ||遼･保寧6年1月|遼､後晋に侵入
974年2月23日-09:00|日本|  ||天延2年1月29日|<任命>鎮守府将軍｢藤原季文｣(~不詳)
974年4月25日-08:00|中国|  ||遼･保寧6年4月|遼で喜隠､謀反に座す
974年6月8日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第134代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ6世｣
974年7月-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ7世｣(~同月退位)
974年8月4日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第24代ｶﾘﾌ｢ﾀｰｲｰ｣(~09911030退位~10030803死去)
974年8月4日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<退位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第23代ｶﾘﾌ｢ﾑﾃｨｰ｣中風となって舌がもつれて言うこと
  が分からなくなりﾊﾞﾌﾃｨﾔｰﾙに退位を勧告され従った(~0974.9死去)
974年10月-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第135代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ7世｣(~09830710死去)
974年10月4日-09:00|日本|  ||天延2年9月16日|<死去>藤原義孝(生年954年/公家､歌人､中古三十六歌仙の一人)
974年12月3日-09:00|日本|  ||天延2年閏10月17日|<死去>隆子女王(生年生年未詳/皇族､伊勢斎宮)
975年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Mahinda4世｣Sena4世の兄弟/Udaya3世の甥(~991年)
975年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｶﾞｽﾞﾅ朝第3代君主｢ﾋﾞﾙｹﾞﾃｨｷﾞｰﾝ｣
975年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝第4代君主｢ﾎﾞﾘﾃｨｷﾞｰﾝ｣(~09770420死去)
975年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ王｢ﾃｵﾄﾞｼｳｽ3世｣(~978年)
975年-03:00|ｲﾗｸ|  |||ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞでｻﾌﾟｸﾃｨｷﾞｰﾝがﾄﾙｺ人部隊を率いて反乱
975年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<解任>ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世(喧嘩公)｣
975年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼｬﾙﾄﾙ伯･ﾌﾞﾛﾜ伯｢Theobald1世｣ﾄｩｰﾙ伯
975年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾄｰﾀﾞﾝ伯｢Theobald the Trickster｣(~同年死去)⇒｢ｳｰﾄﾞ1世｣(~9960312死去)
975年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢ｳｰﾄﾞ1世｣(~995年退任)兼ﾌﾞﾛﾜ伯(~9960312死去)ﾄｩｰﾙ伯
975年2月14日-08:00|中国|  ||宋･開寶8年|宋の太祖が初めて殿試を実施､26人を選抜
975年7月4日-09:00|朝鮮|  ||高麗･開寶8年5月23日|<即位>高麗王｢景宗｣(~09810811病死)
975年7月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｴﾄﾞｶﾞｰ平和王｣約32歳
975年7月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ殉教王｣ｴﾄﾞｶﾞｰとｴｾﾞﾙﾌﾗｯﾄﾞの男子(~09780318暗殺され
  る)
975年8月2日-09:00|日本|  ||天延3年6月22日|暁､彗星艮方に現る｡その形団扇の如し｡長さ5､6尺
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975年8月10日-09:00|日本|  ||天延3年7月1日|日蝕あり｡天は黒色の如し
975年12月6日-09:00|日本|京都府京都市|天延3年11月|朔平門･右衛門陣屋放火される
975年12月19日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<死去>ﾌｧｰﾃｨﾏ朝第4代ｶﾘﾌ｢ｱﾙ=ﾑｲｯｽﾞ･ﾘ=ﾃﾞｨﾆﾗｰ｣
975年12月19日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾌｧｰﾃｨﾏ朝第5代ｶﾘﾌ｢ｱﾙ=ｱｼﾞｽﾞ･ﾋﾞﾗｰ｣(~9961014死去)
976年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗ朝国王｢ｳﾞｨｸﾞﾗﾊﾊﾟｰﾗ2世｣(~977年)
976年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾗｲ政権)ｱﾐｰﾙ｢ﾌｧﾌﾙ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣(~980年)
976年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾝｻｰ･ﾔｰﾔ｣
976年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<設立>ｱﾄｽにｲｳﾞｪﾛﾝ修道院
976年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第23代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｵﾙｾｵﾛ1世｣(~978年)
976年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢Henry3世 the Younger｣(~978年廃位)
976年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ辺境伯｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ1世｣(~9940710死去54歳)
976年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ﾃｨｰﾄﾏｰﾙ1世｣ﾒﾙｾﾞﾌﾞﾙｸ辺境伯(~9790803死去)
976年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ｵｯﾄｰ1世｣ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公(~9821031死去)
976年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<廃位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世(喧嘩公)｣従兄のﾛｰﾏ皇帝ｵｯﾄｰ2世と争い､公国を召
  し上げられ､ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公領から東部がｵｰｽﾄﾘｱ辺境伯領として分離
976年1月1日-08:00|中国|  ||宋･開寶8年11月27日|<廃位>南唐3代皇帝｢後主(李煜)｣金陵が陥落し北方に連行さ
  れた
976年1月10日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾖﾊﾈｽ1世ﾂｨﾐｽｹｽ｣
976年1月10日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ﾊﾞｼﾚｲｵｽ2世ﾌﾞﾙｶﾞﾛｸﾄﾉｽ(ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ人殺し)｣ﾛﾏﾉｽ2
  世とﾃｵﾌｧﾉの長男/ﾆｹﾌｫﾛｽ2世ﾌｫｶｽ､ﾖﾊﾈｽ1世ﾂｨﾐｽｹｽの下で､単なる飾り物の共同皇帝としての幼少年期を過ごしﾖ
  ﾊﾈｽ1世の死により､正帝として即位(~10251225死去)
976年2月3日-08:00|中国|  ||宋･開寶9年|<即位>定安王｢烏玄明(元興)｣(~986年)
976年3月4日-09:00|朝鮮|  ||高麗･開寶9年2月|高麗､文武両班の墓制を定める
976年6月11日-09:00|日本|京都府京都市|天延4年5月11日|<内裏焼く>子の刻(午前0時ごろ)仁寿殿の西面から出
  火,天皇の御座所である清涼殿の東隣にあたり､その西面というと御座所に最も近い場所であったので､時の円
  融天皇はいったん内裏北側の玄輝門から出られ､近くの桂芳坊(雅楽司所),さらに内裏外郭外の職曹司に避難
976年6月13日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｻｰﾏｰﾝ朝第7代ｱﾐｰﾙ｢ﾏﾝｽｰﾙ1世｣
976年6月13日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻｰﾏｰﾝ朝第8代ｱﾐｰﾙ｢ﾇｰﾌ2世｣(~09970723死去)
976年7月-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公国(ﾊﾞｲｴﾙﾝ公国から分割)｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣(~978年廃位)
976年7月17日 07:00|日本|  ||天延4年6月18日|<山城･近江で地震>申の刻(16時ごろ)､ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ6.7と推定され
  る地震/京都では大内裏の諸官庁や市内の建物の倒潰が多く､東寺､西寺､極楽寺､清水寺､円覚寺などの大寺院
  の堂塔が倒潰,内裏修理中の30余人死亡/清水寺では50人以上が死亡/近江国では国分寺の大門が倒潰し仁王像
  が破損,国府庁では耐震性の低い雑屋が30余棟倒潰
976年8月11日-09:00|日本|  ||貞元1年7月13日|天延から貞元に改元
976年9月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｼﾊﾞｰﾙ地方)ｱﾐｰﾙ｢ﾙｸﾝ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣
976年9月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾊﾏﾀﾞｰﾝ政権)ｱﾐｰﾙ｢ﾑｱｲﾔﾄﾞ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣(~983年死去)
976年10月16日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>後ｳﾏｲﾔ朝第2代ｶﾘﾌ｢ﾊｶﾑ2世｣
976年10月16日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>後ｳﾏｲﾔ朝第3代ｶﾘﾌ｢ﾋｼｬｰﾑ2世｣(~1009年)
976年11月14日-08:00|中国|  ||宋･開寶9年10月20日|<死去>北宋初代皇帝｢太祖(趙匡胤)｣50歳
976年11月15日-08:00|中国|  ||宋･開寶9年10月21日|<即位>北宋第2代皇帝｢太宗｣(~至道3年3月29日(997年5月8
  日)死去)
976年11月24日-09:00|朝鮮|  ||高麗･開寶9年11月|高麗､田柴科制度を定める
976年12月24日-08:00|中国|  ||宋･太平興國1年12月|宋の太宗趙炅が太平興国(-984年)と改元
977年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗ朝国王｢ﾏﾋｰﾊﾟｰﾗ1世｣(~1027年)
977年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ﾎﾞﾘﾃｨｷﾞｰﾝ｣
977年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾗｲ政権)ｱﾐｰﾙ｢ﾑｱｲﾔﾄﾞ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣(~983年死去)
977年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩﾆ朝ｱﾙﾒﾆｱ王｢ｱｼｮｯﾄ3世｣
977年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾔﾛﾎﾟﾙｸ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~979年)
977年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩﾆ朝ｱﾙﾒﾆｱ王｢ｽﾑﾊﾞﾄ2世｣(~989年､死去)
977年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾔﾛﾎﾟﾙｸの兵団はﾄﾞﾚｳﾞﾘｬｰﾈの地に侵攻し､ｵﾚｰｸﾞの軍勢を打ち負かし､ｵﾚｰｸﾞは味方の人馬
  の下敷きになって悲惨な最期
977年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｽﾞｨﾔｰﾙ朝第3代国王｢ﾋﾞﾌｽﾄｩｰﾝ･ﾌﾞﾝ･ﾜｼｭﾑｷﾞｰﾙ｣
977年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱｯﾀﾞｲ･ﾕｰｻﾌ｣ｱﾙﾏﾝｻｰ･ﾔｰﾔの息子(~999年退位)
977年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ﾄﾞﾚｳﾞﾘｬｰﾈ公｢ｵﾚｸﾞ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣
977年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ﾎﾞﾘｽ2世｣
977年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ﾛｰﾏﾝ｣(⇒991年､ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝの囚人~997年)
977年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢Mauger of Corbeil｣(~1032年)
977年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公｢ｼｬﾙﾙ1世｣西ﾌﾗﾝｸ王ﾙｲ4世の子(~993年死去)
977年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱはｼﾞﾘﾄﾞ王国の一部
977年1月22日-08:00|中国|  ||宋･太平興國2年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢尉遅達磨｣(~985年)
977年1月22日-08:00|中国|  ||呉越･太平興國2年|呉越国の王･銭弘俶の黄妃に子供が生れたことを祝い雷峰塔
  完成(中国杭州市)
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977年3月14日-09:00|日本|  ||貞元2年2月22日|<死去>賀茂保憲(生年917年/陰陽師､陰陽家)
977年3月16日-09:00|日本|  ||貞元2年2月24日|戌刻､艮巽両方角に彗星見ゆ
977年4月20日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ﾎﾞﾘﾃｨｷﾞｰﾝ｣
977年4月20日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝第5代君主｢ｻﾌﾞｸ･ﾃｨｷﾞｰﾝ｣(~09970805死去)
977年11月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｻﾚﾙﾉ公｢ｷﾞｻﾙﾌ1世｣
977年11月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｻﾚﾙﾉ公｢Pandulf1世Ironhead｣(~981.3死去)
977年11月24日-09:00|日本|  ||貞元2年10月11日|<就任>関白:藤原頼忠(~寛和2年6月23日寛和の変によって失
  脚)太政大臣
978年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ3世｣(⇒1008年ｸﾞﾙｼﾞｱ国王~10140507死去)
978年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｼｬｯﾀﾞｰﾄﾞ朝国王｢ﾏﾙｽﾞﾊﾞﾝ･ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾏﾄﾞ｣(~985年)
978年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｽﾞｨﾔｰﾙ朝第4代君主｢ｶｰﾌﾞｰｽ･ﾌﾞﾝ･ﾜｼｭﾑｷﾞｰﾙ｣(~1012年死去)
978年-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方･ｹﾙﾏｰﾝ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｲｯｽﾞ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣
978年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ﾛｸﾞｳﾞｫﾛﾄﾞ｣
978年-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方･ｹﾙﾏｰﾝ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｱｽﾞﾄﾞ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣(~9830326死去)
978年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<解任>ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢Henry3世 the Younger｣
978年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>西ﾌﾗﾝｹﾝ大公｢ｵｯﾄｰ1世老公｣(~982年)
978年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第24代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｳﾞｨﾀｰﾚ･ｶﾝﾃﾞｨｱｰﾉ｣(~979年)
978年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ｷﾞｮｰﾑ3世｣(~1037.9死去)
978年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｵｯﾄｰ1世老公｣兼ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯(~985年)
978年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｻﾚﾙﾉ候ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ1世ｱｲｱﾝﾍｯﾄﾞ(~981年3月死去)
978年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<廃位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣
978年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｺｲﾝﾌﾞﾗ伯｢Rodrigo Velasquez｣
978年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢Gudhfridhr Haraldsson｣(~989年死去)
978年2月10日-08:00|中国|  ||于ﾃﾝ･中興1年|<即位>于ﾃﾝ･尉遅達磨(-985年)/年号を中興とする(-985年)
978年3月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ殉教王｣継母ｴﾙﾌﾘｰﾀﾞによって暗殺される/約16歳
978年5月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>上ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公･ﾊﾞﾙ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ1世｣
978年5月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>上ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公･ﾊﾞﾙ伯｢ﾃｨｴﾘｰ1世｣(~10260411死去)
978年5月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｴｾﾞﾙﾚｯﾄﾞ2世無思慮王｣ｴﾄﾞｶﾞｰとｴﾙﾌﾘｰﾀﾞの男子(1期目~1013年
  後半亡命)
978年6月11日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｷｴﾌ大公｢ﾔﾛﾎﾟﾙｸ1世｣
978年6月11日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ1世(聖公)｣(~10150715死去)
978年6月11日-08:00|中国|  ||宋･太平興國3年5月3日|<廃位>呉越第5代皇帝｢忠懿王(銭弘俶)｣北宋の太宗の勅
  命によりﾍﾞﾝ梁に入りその地に留められた/呉越の彊域を北宋に献じ､自らは淮海国王､漢南国王､南陽国王､許
  王､鄧王に封じられ呉越国はここにその幕が下ろされた
978年8月-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||｢西ﾌﾗﾝｸ王｣ﾛﾃｰﾙ(ﾛﾀｰﾙ)､ｴｸｽ･ﾗ･ｼｬﾍﾟﾙ-に侵攻し､奇襲攻撃を行なってﾄﾞｲﾂ王･｢
  神聖ﾛｰﾏ皇帝｣ｵｯﾄｰ2世(ｵｯﾄｰ1世の子)を捕らえる寸前まで持ち込む
978年10月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ王･｢神聖ﾛｰﾏ皇帝｣ｵｯﾄｰ2世､反撃しﾊﾟﾘ近郊まで侵攻
978年12月31日-09:00|日本|  ||天元1年11月29日|貞元から天元に改元
979年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~988年)
979年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊｻﾝｳｪｲﾋｯﾄﾞ朝国王｢Hasanwayh｣
979年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Rustam2世｣
979年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢al-Marzuban｣(~986年退位)
979年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第25代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾄﾘﾌﾞｰﾉ･ﾒﾝﾓ｣(~991年)
979年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Guy1世｣(~989年)
979年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾊﾞｺﾞﾙｻﾞ伯｢Arnold｣Raymond2世の息子(~990年)
979年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢ｲｱｺﾞ･ｱﾌﾟ･ｲﾄﾞﾜﾙ｣
979年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢ﾊｳｪﾙ･ｱﾌﾟ･ｲｰｱｰﾌ｣(~985年死去)
979年1月31日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大瞿越･太平10年|大瞿越･丁部領とその子の丁璉が宮廷の侍衛の杜釈により殺
  害されると､後継の丁ｾﾝは幼少であったため､黎桓は丁部領夫人の楊太后(楊雲娥)と私通､王朝の実権を掌握
979年2月28日-09:00|日本|  ||天元2年1月29日|<任命>鎮守府将軍｢藤原千方｣(~不詳)
979年4月9日-08:00|中国|  ||宋･太平興國4年;北漢･広運6年3月10日|宋､北漢を攻める/遼､北漢をたすける
979年6月3日-08:00|中国|  ||宋･太平興國4年5月6日|<退位>北漢第4代皇帝｢英武帝(劉継元)｣宋に投降､北漢を
  滅ぼす(宋の天下統一)
979年6月29日-09:00|日本|  ||天元2年6月3日|<死去>藤原こう子(生年947年､円融天皇の中宮)
979年8月1日-08:00|中国|  ||遼･保寧11年;宋･太平興国4年7月6日|遼､宋を大いに破る
979年8月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ﾃｨｰﾄﾏｰﾙ1世｣
979年8月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ﾘｸﾀﾞｯｸ｣(982年以降ﾒﾙｾﾞﾌﾞﾙｸ辺境伯~985年死去)
979年10月24日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大瞿越･太平10年10月|<死去>丁朝皇帝｢先皇帝(丁部領)｣
979年10月24日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大瞿越･太平10年10月|<即位>丁朝皇帝｢廃帝｣丁部領の次男(~980年)
979年11月17日-08:00|中国|  ||遼･保寧11年;太平興国4年10月25日|遼､宋を破る
979年12月17日-08:00|中国|  ||遼･乾亨1年11月25日|遼･景宗が乾亨(-982年)と改元
980年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｳﾗｼﾞｰﾐﾙはﾉﾙﾏﾝの軍勢を率いてﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞに帰還しﾎﾟﾛﾂｸを蹂躙/ﾔﾛﾎﾟﾙｸは野戦で弟に抗す
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  ることができずｳﾗｼﾞｰﾐﾙとの和平交渉に応じてそこで殺された
980年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ﾄﾙｺ系ｶﾗﾊｰﾝ朝がｻｰﾏﾝ朝の領土ｲｽﾌｨｰｼﾞｬｰﾌﾞに侵入占領
980年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｲｻｰ･ﾌﾞﾝ･ｼﾞｬﾌｧｰﾙ｣(~994年死去)
980年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<設立>ｱﾄｽに聖ｼﾞｮｰｼﾞ･ｻﾞ･ｿﾞｸﾞﾗﾌ(ｿﾞｸﾞﾗﾌｰ)修道院
980年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾋﾞｺﾞｰﾙ伯｢Garcia Lupus｣(~1030年)
980年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾎｲ伯ﾉｯｶｰ｣建国(~10080414死去)
980年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾄﾞｰﾅﾙ･ﾏｯｸ･ﾐｭｱﾁｬｰﾀｲ｣
980年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾓｰﾙ･ｾｼｭﾘﾝ･ﾓｰﾙ･ﾏｯｸ･ﾄﾞﾑﾈｲﾙ(ﾏﾗｷｰ大王)｣(1回目~1002年)
980年1月21日-08:00|中国|  ||宋･太平興國5年;遼･乾亨2年春|大遼が再び大挙して侵攻/遼軍が敗走/瓦橋関を
  守る宋軍では耶律休哥の軍に敵しえず､敗北
980年1月21日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･天福1年|<即位>前黎朝皇帝｢大行皇帝(黎桓)｣建国(~応天12年3月8日(1005
  年4月19日)死去)天福と改元(-988)､丁朝滅亡
980年2月7日-09:00|日本|  ||天元3年1月18日|<死去>韶子内親王(生年918年/皇族､賀茂斎院)
980年5月17日-09:00|朝鮮|  ||高麗･太平興國5年4月|高麗､米布の利息を定める
980年7月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝの領有権紛争で独仏王が和平協定を締結
980年7月18日-08:00|中国|  ||遼･乾亨2年6月4日|喜隠､また謀反/祖州で囚われる
980年7月28日-09:00|日本|京都府京都市|天元3年6月14日|山鉾巡行の祇園祭り始まる
980年8月22日 07:00|日本|京都府京都市|天元3年7月9日|暴風雨により宮中諸門･羅城門が倒壊/京中民家倒れる
  /以後､羅城門は再建されなかった
980年10月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王(ｻﾞｸｾﾝ朝)皇帝ｵｯﾄｰﾈ2世[ｵｯﾄｰﾈ1世の子](~09831207)
980年11月8日-09:00|日本|  ||天元3年9月28日|<死去>源博雅(生年918年/公卿､雅楽家)
980年11月21日-08:00|中国|  ||遼･乾亨2年;宋･太平興國5年10月11日|遼､宋を攻める
980年12月22日-09:00|日本|京都府京都市|天元3年11月22日|主殿寮より出火し内裏の大部分焼亡
980年12月26日-08:00|中国|  ||遼･乾亨2年;宋･太平興國5年11月17日|遼､軍を還す
981年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｳﾗｼﾞｰﾐﾙはﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞと戦い､ｶﾞｰﾘﾁ地方(現在のｳｸﾗｲﾅ西部)の奪取に成功
981年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊｻﾝｳｪｲﾋｯﾄﾞ朝国王｢Badr ibn Hasanwayh｣(~1014年)
981年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｼﾞｬﾃﾞｨｯﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢Abdallah ibn Ishaq｣(~1012年)
981年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ﾛﾍﾞｰﾙ1世｣
981年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾅﾝﾄ伯｢Hoel1世｣
981年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｵｴﾙ1世｣
981年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾅﾝﾄ伯｢Guerech｣Hoel1世の兄弟(~988年死去)
981年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｻﾚﾙﾉ王ﾏﾝｿ1世[ｱﾏﾙﾌｨ候](~983)
981年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ｸｺﾗｲ｣(~993年)
981年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｸﾞｴﾚｽ｣ｱﾗﾝ2世とｼﾞｭﾃﾞｨﾄの庶子(~988年死去)
981年1月9日-09:00|日本|福井県敦賀市|天元3年12月01日|気比大神宮寺が雷火により焼亡
981年2月8日-08:00|中国|  |||宋の使節団が西域の高昌国へ到達
981年3月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公兼ｶﾌﾟｱ公･ｽﾎﾟﾚｰﾄ公･ｻﾚﾙﾉ公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ1世Ironhead｣/ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄとｶ
  ｰﾌﾟｱが分離
981年3月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｻﾚﾙﾉ公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ2世｣(~09820713死去);｢Manso｣(~983年)
981年3月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾗﾝﾀﾞﾙﾌ｣(~9820713死去)
981年3月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ2世｣(~1014.8死去)
981年4月7日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･天福2年;宋･太平興國6年3月|宋軍が陸海路でﾍﾞﾄﾅﾑに進攻するが黎桓
  が撃退
981年6月-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Ahmad1世｣
981年6月-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Muhammad4世｣前王の息子(~991.11死去)
981年6月14日-08:00|中国|  ||遼･乾亨3年5月10日|上京の漢軍､乱をおこし､喜隠を立てる/さらに留礼寿(喜隠
  の子)を立てる
981年7月29日-08:00|中国|  ||遼･乾亨3年7月29日|留礼寿､殺される
981年8月11日-09:00|朝鮮|  ||安南･天福2年7月9日|<即位>高麗王｢成宗｣(~09971129死去)
982年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾗｰｼｭﾄﾗｸｰﾀ朝国王｢ｲﾝﾄﾞﾗ4世｣ﾗｰｼｭﾄﾗｸﾀ朝が滅亡
982年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||このころｼｭﾗｳﾞｧﾅ･ﾍﾞﾙｺﾞﾗのｼﾞｬｲﾅ教像建てられる
982年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰｺﾝ伯｢Aubry2世｣
982年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｵｯﾄ=ｷﾞﾖｰﾑ｣(~10260921死去)兼ﾒｰｺﾝ伯(~1002年)
982年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｽ伯｢Gerhard3世｣(~1022年退位~1024年死去)
982年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｽ･ﾊﾟﾗﾃｨﾝ伯｢ﾌｫﾙﾏｰ1世｣(~995年)
982年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶﾞﾙｼｱ王｢ﾍﾞﾙﾑｰﾄﾞ2世｣(⇒984年兼ﾚｵﾝ国王~999年死去)
982年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾉﾙｳｪｰ人の赤毛のｴｲﾘｰｸがｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞを発見し､上陸
982年1月28日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･天福3年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｲﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ4世｣(~986年)
982年1月28日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･天福3年|ﾍﾞﾄﾅﾑの黎桓がﾁｬﾝﾊﾟを攻撃し首都ｲﾝﾄﾞﾗﾌﾞﾗを攻め落とした
982年3月28日-09:00|日本|  ||天元5年3月1日|日蝕あり
982年4月26日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||遼･乾亨4年;宋･太平興國7年4月|遼､宋を攻める
982年5月26日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||遼･乾亨4年5月|遼､軍を還す
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982年7月-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾞｲﾂ王ｵｯﾄｰ2世がｺﾄﾛｰﾈでｱﾗﾌﾞ人に大敗
982年7月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾀﾞﾙﾌ6世｣戦死
982年7月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾙﾋﾞｯﾂ君主｢Abu'l-Qasim Ali ibn al-Hasan al-Kalbi｣
982年7月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｻﾚﾙﾉ公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ2世｣戦死
982年7月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾗﾝﾀﾞﾙﾌ｣戦死
982年7月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｷﾞｭﾝﾀｰ｣戦死(生年生年未詳)
982年7月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾃﾞﾅﾙﾌ2世｣(~993年死去)
982年7月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾙﾋﾞｯﾂ君主｢Jabir al-Kalbi｣(~983年)
982年7月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾄﾗﾝｽﾓﾝﾄﾞ3世｣(~989年)
982年10月13日-08:00|中国|  ||遼･乾亨4年9月24日|<死去>遼可汗｢景宗耶律賢｣年35
982年10月14日-08:00|中国|  ||遼･乾亨4年9月25日|<即位>遼可汗｢聖宗耶律隆緒｣(~1031年6月)
982年10月20日-09:00|日本|  ||天元5年10月|慶滋保胤｢池亭記｣を著わす
982年10月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公･ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ｵｯﾄｰ1世｣
982年10月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ｺﾝﾗｰﾄ1世｣(~9970820死去)
982年12月5日-09:00|日本|京都府京都市|天元5年11月17日|宣燿殿より出火し内裏焼亡
983年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾗｲ政権･ﾊﾏﾀﾞｰﾝ政権)ｱﾐｰﾙ｢ﾑｱｲﾔﾄﾞ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣
983年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｳﾞｧｽﾌﾟﾗｶﾝ王｢ｸﾞﾙｹﾞﾝ･ﾊﾁｸ(ｸﾞﾙｹﾞﾝ4世)｣(~1003年)
983年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾏﾙﾜｰﾝ朝｢Abu Shuja Badh ibn Dustak｣ｼﾞｬｽﾞｨｰﾗの北部地域ﾃﾞｨﾔｰﾙ･ﾊﾞｸﾙを占領､建
  国(~990年)
983年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾉﾙﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾛﾀｰﾙ｣(~10030125死去)
983年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾙﾋﾞｯﾂ君主｢Ja'far al-Kalbi｣(~985年)
983年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｻﾚﾙﾉ公｢ｼﾞｮﾝ2世the Accursed｣(~994年)
983年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ3世若年公｣(~985年退位~9891005死去)
983年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｽﾗﾌﾞ人がﾄﾞｲﾂ王国に対して反乱､ｴﾙﾍﾞ川以東が失われる
983年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｪﾝﾄ王｢Gruffydd ap Elisedd｣､｢Rhodri ap Elisedd｣(~1015年)
983年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ統治者｢Eirikr "the Red" Thorvaldsson｣(~1010年死去
  )
983年1月12日-09:00|日本|  ||天元5年12月26日|<死去>源高明(生年914年/皇族)
983年2月16日-08:00|中国|  ||宋･太平興国8年|宋で大蔵経が印刷される
983年3月17日-09:00|朝鮮|  ||高麗･太平興國8年2月1日|高麗が12枚を定め初めて地方官を派遣
983年3月26日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方･ｹﾙﾏｰﾝ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｻﾑｻｰﾑ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣ｱｽﾞﾄﾞ･ｳｯﾀﾞｳﾗの子(
  ~987年退位~998.12死去)
983年3月26日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾌｧｰﾙｽ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｼｬﾗﾌ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣ｱｽﾞﾄﾞ･ｳｯﾀﾞｳﾗの子(~9890906死去)
983年3月26日-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方･ｹﾙﾏｰﾝ地方･ﾌｧｰﾙｽ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｱｽﾞﾄﾞ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣
983年4月17日-09:00|日本|京都府京都市|天元6年3月2日|中納言･源重光宅(一条北大宮東)焼亡
983年5月29日-09:00|日本|  ||永観1年4月15日|天元から永観に改元
983年6月14日-09:00|朝鮮|  ||高麗･太平興國8年5月|高麗が中央官制を制定
983年7月10日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第135代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ7世｣
983年7月22日-08:00|中国|  ||契丹･統和1年6月10日|遼･聖宗が統和(-1012年)と改元/国号を遼より契丹に戻す
983年12月-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第136代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ14世｣(~09840820死去)
983年12月1日-08:00|中国/朝鮮|  ||契丹･統和1年;高麗･太平興國8年10月24日|契丹,高麗を攻める
983年12月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝･ｲﾀﾘｱ王･ﾄﾞｲﾂ王｢ｵｯﾄｰ2世赤帝｣
983年12月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国宰相｢ﾏｲﾝﾂ大司教ｳｨﾘｷﾞｽ｣(1回目~25日)
983年12月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国宰相ﾏｲﾝﾂ大司教ｳｨﾘｷﾞｽ｣(~25日)
983年12月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国摂政｢ﾃｵﾌｧﾇ｣(~09900615死去)
983年12月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王｢ｵｯﾄｰ3世｣ｵｯﾄｰ2世の息子(⇒09960521､ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝
  国皇帝~10020124没)
984年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||ｱﾝｺｰﾙ朝でﾊﾟｸｾｲ･ﾁｬﾝｸﾛﾝ寺院が建立
984年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ｼﾀﾋﾞﾝ｣(~986年)僭主
984年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾊﾏﾀﾞｰﾝ政権･ﾗｲ政権)ｱﾐｰﾙ｢ﾌｧﾌﾙ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣(~997.10死去)
984年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｺﾝﾌﾗﾝ伯｢Miro3世｣
984年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢Miro3世｣
984年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾘﾋﾞｱ|  |||<死去>ｽﾞｨｰﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾌﾞﾙｯｷﾞｰﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｽﾞｨｰﾘ｣
984年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾞｻﾙ伯｢Miro2世Bonfill｣
984年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞｻﾙ伯｢Oliba Cabreta｣(~988年)
984年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｱﾃﾞﾙﾌｧｰ｣ﾏﾝｿの対立王(~986年)
984年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾘﾋﾞｱ|  |||<即位>ｽﾞｨｰﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ﾌﾞﾙｯｷﾞｰﾝ｣(~995年死去)
984年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王｢ﾍﾞﾙﾑｰﾄﾞ2世｣ｶﾞﾙｼｱ王(~999年死去)
984年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ﾚｵﾝ国王｢ﾗﾐﾛ3世｣(~09850626死去)
984年1月24日-08:00|中国|  ||宋･太平興国8年12月19日|宋代の代表的な類書｢太平御覧｣1000巻が完成
984年2月5日-09:00|日本|京都府京都市左京区|永観2年|戒算,真正極楽寺(真如堂)創建
984年4月18日-09:00|日本|京都府京都市|永観2年3月15日|右京大臣･藤原兼家の東三条第(二条南西洞院東)が焼
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  亡
984年6月2日-09:00|朝鮮|  ||高麗･太平興國8年5月|高麗が軍人の服色を制定
984年8月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<再任>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ7世｣(~09850720死去)
984年8月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第136代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ14世｣
984年9月24日-09:00|日本|  ||永観2年8月27日|<践祚>｢65代花山天皇｣10月10日即位(~09860623)
984年9月24日-09:00|日本|  ||永観2年8月27日|<退位>｢第64代円融天皇｣
984年11月25日-08:00|中国|  ||宋･雍熙1年11月|宋の太宗趙炅が雍熙(-987年)と改元
984年11月26日-09:00|日本|  ||永観2年11月|源為憲が出家した尊子内親王に三宝絵を献じた
984年12月23日-09:00|日本|  ||永観2年11月28日|針博士丹波康頼が｢医心方｣30巻をまとめる(初の医学書)
984年12月23日-09:00|日本|  ||永観2年11月28日|破銭法､饗禄禁制など贅沢取り締まり令が発布
985年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾁｮｰﾗ朝国王｢ｳｯﾀﾏ｣
985年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｮｰﾗ朝国王｢ﾗｰｼﾞｬﾗｰｼﾞｬ1世｣(~1014年死去)
985年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｼｬｯﾀﾞｰﾄﾞ朝国王｢ｱﾙ･ﾌｧﾄﾞﾙ1世･ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1031年死去)
985年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<再位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣兼ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢Henry3世 the Younger｣(~98
  91005死去)
985年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ﾘｸﾀﾞｯｸ｣
985年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｴｯｹﾊﾙﾄ1世｣ｷﾞｭﾝﾀｰの長男(~10020430死去)
985年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾙﾋﾞｯﾂ君主｢Abdallah al-Kalbi｣(~990年)
985年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<退位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ3世若年公｣(~9891005死去)
985年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<復位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世｣(~9950828死去)
985年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢ﾊｳｪﾙ･ｱﾌﾟ･ｲｰｱｰﾌ｣
985年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢ｶﾄﾞﾜﾛﾝ･ｱﾌﾟ･ｲｰｱｰﾌ｣(~986年死去)
985年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞをｱｲｽﾗﾝﾄﾞ領地として北欧の移民によって植民地化
985年1月24日-08:00|中国|  ||大理･明政17年|<死去>前大理第5代皇帝｢応道帝(段素順)｣
985年1月24日-08:00|中国|  ||大理･明政17年|<即位>前大理第6代皇帝｢昭明帝(段素英)｣(~1009年)
985年1月24日-08:00|中国|  ||宋･雍熙2年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢尉遅僧伽羅摩｣(~999年)
985年1月26日-09:00|日本|  ||永観3年1月3日|<死去>慈恵大師良源(延暦寺･中興の祖)
985年5月19日-09:00|日本|  ||寛和1年4月|源信が｢往生要集｣を著す
985年5月19日-09:00|日本|  ||寛和1年4月27日|永観から寛和に改元
985年5月24日-09:00|日本|  ||寛和1年5月2日|<死去>尊子内親王(生年966年/賀茂斎院､円融天皇の女御)
985年6月12日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ﾄﾙｹﾞｲﾙ･ｿｰｹﾙｿﾝ｣(~1002年)
985年6月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>元ﾚｵﾝ国王｢ﾗﾐﾛ3世｣
985年7月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ7世｣
985年7月21日-08:00|中国/朝鮮|  ||契丹･統和2年;高麗･雍熙2年7月1日|契丹,高麗を攻める
985年8月19日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||契丹･統和3年8月1日|契丹､軍を還す
985年8月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第137代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ15世｣(~09960401死去)
986年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾐﾝ･ﾅﾝｷﾞ｣(~1014年)
986年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｶｽﾞﾅ朝のｻﾌﾞｸﾃｨｷﾞｰﾝがこのころｲｽﾗﾑ化
986年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Sharwin3世｣⇒｢Shahriyar3世｣(~987年退位)
986年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<退位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢al-Marzuban｣
986年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝ﾊﾞｼﾚｲｵｽ2世が第一次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ遠征
986年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ｱﾙﾊﾞﾆｱをﾌﾞﾙｶﾞﾘｱが占領(~1005年)
986年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞに､ｴｲﾘｰｸ率いるﾉﾙｳｪｰ人が植民
986年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢ｶﾄﾞﾜﾛﾝ･ｱﾌﾟ･ｲｰｱｰﾌ｣
986年2月12日-08:00|中国|  ||于ﾃﾝ･天興1年|<即位>于ﾃﾝ(-999年)尉遅僧伽羅摩/年号を天興とする(-999年)
986年2月12日-08:00|中国|  ||大理･広明1年|大理国･段素英が広明と改元(-1009)
986年2月12日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･天福7年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢劉継宗｣(~988年)
986年3月1日-09:00|日本|京都府京都市|寛和2年1月18日|東京大失火､左京火事｡一条大路南･中御門北数町焼く｡
  24町に及ぶ
986年3月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>西ﾌﾗﾝｸ王｢ﾛﾃｰﾙ｣
986年3月18日-08:00|中国|  ||宋･雍熙3年2月5日|西夏の李継遷､宋に叛き契丹に附く
986年4月12日-09:00|日本|  ||寛和2年3月|朝廷が沽買法を制定
986年4月17日-08:00|中国|  ||宋･雍熙3年;契丹･統和4年3月6日|宋､契丹を攻める
986年6月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>西ﾌﾗﾝｸ王｢ﾙｲ5世怠惰王｣ﾛﾃｰﾙの子(~09870521死去)
986年8月1日-09:00|日本|  ||寛和2年6月23日|<就任>摂政:藤原兼家
986年8月1日-09:00|日本|  ||寛和2年6月23日|<践祚>｢66代一条天皇｣7月22日即位(~10110613)
986年8月1日-09:00|日本|  ||寛和2年6月23日|<退位>｢花山天皇｣近習らとともに清涼殿から失踪
986年8月17日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<ﾄﾗﾔﾇｽ門の戦い>第一次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国が東ﾛｰﾏ帝国に勝利
986年11月1日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王･ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾊｰﾗﾙ1世･ｺﾞﾙﾑｽｿﾝ｣
986年11月1日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｽｳﾞｪﾝ1世双叉髭王｣ﾊｰﾗﾙ1世青歯王とｷﾞｭﾘｽﾞの息子(~1
  0140203死去)兼ﾉﾙｳｪｰ王(~995年)
986年12月14日-08:00|中国|  ||契丹･統和4年;宋･雍熙3年11月11日|契丹､宋を攻める
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987年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢al-Marzuban｣(~998年)
987年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方･ｹﾙﾏｰﾝ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｼｬﾗﾌ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣ｱｽﾞﾄﾞ･ｳｯﾀﾞｳﾗの子(~9890906
  死去)
987年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<退位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Shahriyar3世｣
987年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<退位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方･ｹﾙﾏｰﾝ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｻﾑｻｰﾑ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣(~998.12死去)
987年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1013年)
987年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ｼﾆｰ伯｢Otto1世｣
987年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ｼﾆｰ伯｢Louis1世｣(~10250929死去)
987年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Otto-William｣(~992年)
987年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ王国ｳﾞｪﾙﾏﾝﾄﾞﾜ伯｢Herbert3世｣(~1015年)
987年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ王｢ｵｳｪｲﾝ･ｱﾌﾟ･ﾊｳｪﾙ｣
987年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ王｢Maredudd ab Owain｣(~999年死去)
987年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｲｽﾗﾑ教徒によってｺｲﾝﾌﾞﾗ再占領(~10640709)
987年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾄﾙﾃｶのｸｸﾙｱﾝ王がﾏﾔのﾁｪﾁｪﾝ･ｲﾂｧを征服
987年2月1日-09:00|朝鮮|  ||高麗･雍熙4年|この年､高麗が開城の五部坊里(区画制度)を定める
987年2月15日-08:00|中国|  ||契丹･統和5年1月15日|契丹､軍を還す
987年3月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯･ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｱﾙﾇｰﾙ2世｣
987年3月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯･ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ4世｣(~10350530死去)
987年5月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ5世｣(~1014.8)
987年5月5日-09:00|日本|  ||永延1年4月5日|寛和から永延に改元
987年5月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>西ﾌﾗﾝｸ王｢ﾙｲ5世怠惰王｣ﾊﾟﾘの北東ｺﾝﾋﾟｴｰﾆｭとﾊﾟﾘの北ｻﾝﾘｽ間の森で狩猟
  中､落馬により(20歳)後継者もなく｢ｶﾛﾘﾝｸﾞ朝･西ﾌﾗﾝｸ王国｣が断絶
987年6月29日-09:00|日本|  ||永延1年6月1日|彗星､東西天に見ゆ
987年7月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾕｰｸﾞ･ｶﾍﾟｰ｣(~9961024死去)
987年7月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝｼﾞｭｰ伯｢ｼﾞｮﾌﾛﾜ1世灰衣伯｣
987年7月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｼﾞｭｰ伯｢ﾌﾙｸ3世黒顔伯｣ｼﾞｮﾌﾛﾜ1世灰衣伯とｱﾃﾞﾙ･ﾄﾞ･ﾓｰの息子(~1040062
  1死去/68歳)
987年8月8日-09:00|日本|  ||永延1年7月中旬|毎夜彗星東西天に見ゆ
987年10月21日-09:00|日本|  ||永延1年9月26日|<死去>兼明親王､皇族(生年914年)
988年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾍﾞﾄﾅﾑの攻撃を受けたﾁｬﾝﾊﾟがｳﾞｨｼﾞｬﾔに遷都
988年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ｽﾀﾆｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1015年)
988年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾄﾑﾀﾗｶﾆ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1035年死去ｷｴﾌ公国に統合)
988年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｳﾞｨｼｪｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1010年)
988年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ﾗﾜﾃﾞｨｯﾄﾞ朝君主｢Mamlan1世｣(~1000年)
988年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｷｴﾌ公国のｳﾗｼﾞﾐｰﾙ王がｷﾞﾘｼｱ正教を国教に制定
988年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｹﾙﾏｰﾝ地方)ｱﾐｰﾙ｢ﾊﾞﾊｰ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣(~10121222死去)
988年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾄｩｰﾛﾌ公｢ｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙｸ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1019年死去)
988年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾅﾝﾄ伯･ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｸﾞｴﾚｽ｣
988年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾝﾌﾗﾝ伯･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢Wilfred2世｣(~1035年)
988年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾗﾓﾝ･ﾎﾞﾚｲ｣ﾎﾞﾚｲ2世の子.ｳﾙｼﾞｪｲ伯(父王とともに共同統治⇒992年単独
  統治~1017年死去)
988年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ4世｣Arnulf2世の息子(~10350530死去)
988年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞｻﾙ伯｢Bernard1世｣(~1020年死去)
988年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｶﾞ伯｢Oliva｣(~1002年)
988年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公･ﾅﾝﾄ伯｢ｱﾗﾝ｣ｸﾞｴﾚｽとｱﾗﾝﾋﾞｭﾙｼﾞｭ･ﾀﾞﾝｽﾆの1人息子(~990年死去/9歳)
988年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||ｳﾙｹﾞﾙ伯ﾎﾞﾚﾙ2世はｶﾀﾙｰﾆｬの土地と引き換えに､ｱﾝﾄﾞﾗの一部をｳﾙｹﾞﾙ司教に譲渡
988年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||ﾌｨｳﾒはｸﾛｱﾁｱ王国の一部(1102年から､ﾊﾝｶﾞﾘｰと連合)
988年1月22日-08:00|中国|  ||契丹･統和6年|契丹最初の科挙を実施､一人及第
988年1月22日-08:00|中国|  ||宋･端拱1年1月|宋の太宗趙炅が端拱(-989年)と改元
988年2月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾏﾝﾄｳﾞｧ伯｢Adalbert Atto｣
988年2月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾏﾝﾄｳﾞｧ伯｢Tebald｣(~1007年)
988年5月6日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ﾃﾞｨﾙｸ2世｣
988年5月6日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ｱﾙﾇﾙﾌ｣(~9930918死去)
988年10月11日-09:00|日本|広島県廿日市市|永延2年8月28日|線刻阿弥陀仏鏡像(宮島中村隆燈氏蔵)成る
988年11月1日-08:00|中国|  ||契丹･統和6年;宋･端拱1年9月19日|契丹､宋を攻める/ﾀｸ州失陥､祈州失陥､新楽失
  陥
988年11月14日-09:00|日本|  ||永延2年10月3日|<任命>鎮守府将軍｢藤原文脩｣(~不詳)
989年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Prabu Brajawisesa｣(~1012年)
989年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩﾆ朝ｱﾙﾒﾆｱ王｢ｽﾑﾊﾞﾄ2世｣
989年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩﾆ朝ｱﾙﾒﾆｱ王｢ｶﾞｷﾞｸ1世｣(~1020年)
989年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ﾛﾘ王｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ1世｣(~1048年)
989年-03:00|ｲﾗｸ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾑﾀﾞｰﾝ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰ･ﾀｰﾋﾙ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ｣(~997年)｢ｱﾌﾞｰ･ｱﾌﾞﾀﾞｰﾗ･ｱﾙ･ﾌｻｲﾝ｣(~9
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  97年)
989年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1001年死去)
989年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Hugh1世｣(~1040年)
989年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢William4世｣(~1016年)
989年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾌｰｺﾞ1世大王｣(~996年)
989年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ王｢Gudhfridhr Haraldsson｣
989年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢Rognvaldr Gudhfridharson｣(~1005年死去)
989年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸﾞｳｨﾈﾄﾞをｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞが統治(~999年)
989年2月9日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･興統1年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ﾊﾘｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣(~997年)
989年2月9日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･興統1年|前黎朝1代･黎桓が興統と改元(-993)
989年2月9日-08:00|中国|  ||契丹･統和7年1月1日|契丹､軍を還す
989年3月2日-08:00|中国|  ||契丹･統和7年1月22日|契丹､易州を陥れる(燕雲十五州となる)
989年6月10日-09:00|日本|  ||永延3年5月5日|藤原兼家が関白となる
989年6月18日-08:00|中国|  ||宋･端拱2年;契丹･統和7年5月13日|宋､契丹を攻める
989年7月6日-09:00|日本|  ||永延3年6月1日|彗星､東西天に見ゆ
989年8月14日-09:00|日本|  ||永延3年7月中旬|毎夜彗星東西天に見ゆ
989年8月18日-08:00|中国|  ||契丹･統和7年;宋･端拱2年7月15日|契丹､宋を攻める
989年9月6日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方･ｹﾙﾏｰﾝ地方･ﾌｧｰﾙｽ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｼｬﾗﾌ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣
989年9月6日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾌｧｰﾙｽ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｻﾑｻｰﾑ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣ｱｽﾞﾄﾞ･ｳｯﾀﾞｳﾗの子(~998.12死去)
989年9月6日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方)ｱﾐｰﾙ｢ﾊﾞﾊｰ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣ｱｽﾞﾄﾞ･ｳｯﾀﾞｳﾗの子(~10121222死去)
989年9月10日-09:00|日本|  ||永祚1年8月8日|永延から永祚に改元
989年9月15日-09:00|日本|  ||永祚1年8月13日|<永祚元年畿内暴風雨｢永祚の風｣>酉戌刻(18時から20時ごろ)大
  風/皇居を囲む門や殿舎の多くが倒潰/諸官庁やその他の建物及び都の左京､右京の人家など倒潰した建物の数
  は数え切れない/鴨川の堤防も所々決壊/賀茂神社の上社､下社及び境内の建物をはじめ著名な都の神社や寺院
  も倒潰/畿内各国(山城､大和､河内､和泉､摂津)では洪水や高潮で､海や浜､川辺の民家､人々や家畜たち､田畑が
  皆無くなった
989年10月5日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣兼ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢Henry3世 the Young
  er｣
989年10月5日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世｣兼ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯(~9950828死去)
990年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾗﾏｰﾗ朝国王｢Sindhuraja｣Siyaka2世の息子(~1010年)
990年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1010年)
990年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾏﾙﾜｰﾝ朝｢ｱﾙ=ﾊｻﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ﾏﾙﾜｰﾝ｣(~997年)
990年-03:00|ｲﾗｸ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｱﾗﾌﾞのｻｰｻｱ族がｼﾞｬｽﾞｨｰﾗ､ｲﾗｸ､北ｼﾘｱにｳｶｲﾙ朝を建国
990年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾄﾞﾚｳﾞﾘｬｰﾈ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1015年死去)
990年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾇﾏｲﾄﾞ朝｢Waththab ibn Sabiq al-Numayri｣(~1019年)
990年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公･ﾅﾝﾄ伯｢ｱﾗﾝ｣9歳
990年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾊﾞｺﾞﾙｻﾞ伯｢Isarn｣Raymond2世の息子(~1003年)
990年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾙﾋﾞｯﾂ君主｢Yusuf al-Kalbi｣(~998年)
990年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公･ﾅﾝﾄ伯･ﾚﾝﾇ公｢ｺﾅﾝ1世｣ﾚﾝﾇ伯ﾕﾃﾞｨｶｴﾙとｼﾞｪﾙﾍﾞﾙｶﾞ(ｱﾗﾝ2世の娘とも)の
  長男(~9920627死去)
990年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢Ithel the Black｣(~990年)､｢Rhys ab Owain｣(~1000年)､｢Hywel 
  ab Owain｣(~1043年)､｢Iestyn ab Owain｣(~1015年)
990年1月30日-09:00|朝鮮|  ||高麗･淳化1年|高麗､西京に修書院を開設
990年1月30日-08:00|中国|  ||宋･淳化1年|北宋･太宗趙炅が淳化(-994年)と改元
990年3月1日-09:00|日本|京都府京都市|永祚2年2月2日|西寺焼亡
990年5月31日-09:00|日本|  ||永祚2年5月5日|<就任>関白:藤原兼家(~永祚2年5月8日)
990年6月3日-09:00|日本|  ||永祚2年5月8日|<就任>関白:藤原道隆
990年6月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国摂政｢ﾃｵﾌｧﾇ｣
990年6月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国摂政｢ｱｰﾃﾞﾙﾊｲﾄ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ｣(~0994070
  6)
990年6月21日-09:00|日本|  ||永祚2年5月26日|<就任>摂政:藤原道隆
990年11月26日-09:00|日本|  ||正暦1年11月7日|永祚から正暦に改元
990年12月28日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||契丹･統和8年12月9日|契丹､李継遷を封じて夏国王とする
991年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｸﾃﾞｨﾘ王国国王｢ﾀﾞﾙﾏｳﾞｧﾝｼｬ｣(~1016年)
991年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Sena5世｣Mahinda4世の息子(~1001年)
991年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｱﾅｼﾞﾄﾞ王｢Abul-Fath Mohammad bin Annaz｣(~1011年)
991年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾑﾀﾞｰﾝ朝(ｱﾚｯﾎﾟ)ｱﾐｰﾙ｢ｻｲｰﾄﾞ･ｱｯﾀﾞｳﾗ｣(~1002年)
991年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｱﾚﾗｰﾓ｣
991年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾙｼｮﾝ伯｢Gausfred1世｣
991年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第26代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｵﾙｾｵﾛ2世｣(~1009年)
991年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙｼｮﾝ伯｢Giselbert1世｣(~1014年死去)
991年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｵｯﾄｰﾈ1世｣ｱﾚﾗｰﾓの次男(~同年死去)⇒｢ｸﾞﾘｴﾙﾓ3世｣ｵｯﾄｰﾈ1世の長男｣(
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  ~1042.1死去)
991年1月16日-09:00|日本|  ||正暦1年12月28日|<死去>平兼盛(生年生年未詳/公家､歌人､三十六歌仙の一人)
991年1月19日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|正暦2年|日牟禮八幡宮創建
991年1月19日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||契丹･統和9年|契丹に女真が服属
991年3月1日-09:00|日本|  ||正暦2年2月12日|<死去>第64代｢円融天皇｣/33歳(誕生:天徳3(959)0302)
991年5月18日-09:00|日本|京都府京都市|正暦2年4月2日|太皇太后昌子の三条御所焼亡
991年6月-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Yazid3世｣前王の兄弟(~1027.11死去)
991年8月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾓﾙﾄﾞﾝの戦い>英国ﾓﾙﾄﾞﾝの太守ﾌﾞﾘｭﾌﾄﾉｽがｳﾞｧｲｷﾝｸﾞを迎え撃つも敗北
991年10月26日-09:00|日本|  ||正暦2年9月16日|女院号開始以後女院号は三后､准母､内親王などに
991年10月30日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<退位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第24代ｶﾘﾌ｢ﾀｰｲｰ｣(~10030803死去)
991年11月-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Muhammad4世｣
991年11月1日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第25代ｶﾘﾌ｢ｶｰﾃﾞｨﾙ｣(~10311129死去)
992年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||東ｼﾞｬﾜで強大化したｻﾝｼﾞｬﾔ朝ﾒﾀﾞﾝ王国のﾀﾞﾙﾏｳﾞｧﾝｼｬ王がｼｭﾘｰｳﾞｨｼﾞｬﾔに侵入､略奪
992年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｶﾗﾊｰﾝ朝のﾌﾞｸﾞﾗｰがｻｰﾏｰﾝ朝を破りﾌﾞﾊﾗを一時占領
992年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<設立>ｱﾄｽにﾌｨﾛﾃｵ(聖ｸﾘｿｽﾄﾑ)修道院
992年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ公｢ﾏﾘﾅｽ2世｣
992年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰﾇ伯｢ﾋｭｰ2世｣
992年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｱﾙﾍﾞｰﾙ1世｣(~1011年死去)
992年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾅﾝﾄ伯｢Judicael｣(~1004年死去)
992年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Landri｣(~1028年)
992年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ﾋｭｰ3世｣(~1015年死去)
992年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<設立>ｿｰﾝのﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ会修道院(ｿｰﾝ教区)
992年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾄﾞｳｸﾘｬ公｢ﾖｳﾞｧﾝ･ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ｣(~10160522死去)
992年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｾﾙｷﾞｳｽ3世｣(~997年)
992年4月8日-09:00|日本|  ||正暦3年3月3日|<死去>輔子内親王(生年953年/皇族､伊勢斎宮)
992年5月25日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾐｪｼｭｺ1世｣
992年5月25日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ1世ﾌﾛﾌﾞﾙｨ｣ﾐｪｼｭｺ1世の息子(⇒10250418王~1025061
  7死去)
992年6月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公･ﾅﾝﾄ伯･ﾚﾝﾇ公･ﾚﾝﾇ伯｢ｺﾅﾝ1世｣
992年6月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公･ﾚﾝﾇ公･ﾚﾝﾇ伯｢ｼﾞｮﾌﾛﾜ1世｣ｺﾅﾝ1世とｴﾙﾏﾝｶﾞﾙﾄﾞ=ｼﾞｪﾙﾍﾞﾙｶﾞ･ﾀﾞﾝｼ
  ﾞｭｰの長子(~10081120死去)
992年9月-09:00|日本|京都府京都市左京区|正暦3年秋|真如堂を建立
992年9月30日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Borrell2世｣
992年9月30日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Ermengol1世el de Cordova｣(~10100901ｺﾙﾄﾞﾊﾞで戦死)
992年12月27日-09:00|朝鮮|  ||高麗･淳化3年12月|高麗が国士監を創設
992年12月27日-08:00|中国/朝鮮|  ||契丹･統和10年;高麗･淳化3年12月|契丹,高麗を攻める
993年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ﾗｰｼﾞｬﾗｰｼﾞｬ1世が率いる南ｲﾝﾄﾞ系(ﾀﾐﾙ系)のﾁｮｰﾗ王朝軍が､ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗを征服
993年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公｢ｼｬﾙﾙ1世｣
993年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾎﾞﾚｲ2世｣
993年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ2世｣ｷﾞﾖｰﾑ1世の子(~1018年)
993年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公｢ｵﾄﾝ｣ｼｬﾙﾙの子(~1012年死去)
993年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗｲﾀﾞﾙﾌ｣(~999年死去)
993年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ｹﾝｹﾝ｣(~1005年)
993年2月11日-08:00|中国/朝鮮|  ||契丹･統和11年;高麗･淳化4年1月17日|契丹､高麗と講和
993年2月19日-09:00|日本|京都府京都市|正暦4年1月25日|前健大納言･源重光第が焼亡
993年2月24日-09:00|朝鮮|  ||高麗･淳化4年2月|高麗が常平倉を両京､12枚に置く
993年2月24日-08:00|中国|  ||宋･淳化4年2月|四川で王小波らによる均産一揆
993年3月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵｽﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾎﾄﾞｰ1世(ｵﾄﾞｰ1世)｣
993年3月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵｽﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ｹﾞﾛ2世｣(~10150901死去)ｵﾄﾞｰ1世の甥､ﾃｨｰﾄﾏｰﾙ1世の子
993年4月24日-09:00|日本|京都府京都市|正暦4年3月30日|摂政･藤原道隆の東三条南院が焼亡
993年5月16日-09:00|日本|  ||正暦4年4月22日|<就任>関白:藤原道隆(~長徳元年4月3日)
993年8月20日-09:00|日本|京都府京都市|正暦4年8月|疱瘡流行/多く死者が出た
993年9月18日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ｱﾙﾇﾙﾌ｣
993年9月18日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ﾃﾞｨﾙｸ3世｣(~10390527死去)
993年10月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ｺﾝﾗｰﾄ｣
993年10月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ﾙﾄﾞﾙﾌ3世｣(~10320906死去､ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王国は神聖ﾛｰﾏ帝国
  に併合され､ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王位もﾛｰﾏ王位に統合)
993年11月19日-09:00|朝鮮/中国|  ||高麗･淳化4年;契丹･統和11年閏10月3日|高麗､契丹に使を遣わす
994年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ1世｣
994年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ｸﾞﾙｹﾞﾝ｣(~1008年死去)
994年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ﾌﾞﾜｲﾌ朝のﾀﾞｲﾗﾑ人とﾄﾙｺ人部隊がｱﾌﾜｰｽﾞで戦闘
994年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｲｻｰ･ﾌﾞﾝ･ｼﾞｬﾌｧｰﾙ｣
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994年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞｰﾙ･ﾌﾄｩｰ･ｱﾙ･ﾊｻﾝ･ﾌﾞﾝ･ｼﾞｬｱﾌｧｰﾙ｣(~1012年)
994年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｻﾚﾙﾉ公｢ｶﾞｲﾏｰﾙ3世｣(~1027年死去)
994年2月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｷﾞﾖｰﾑ4世｣兼ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ2世｣
994年2月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｷﾞﾖｰﾑ5世｣(~10300131死去)
994年2月13日-08:00|中国|  ||宋･淳化5年|李継遷が再び兵を起こしてｵﾙﾄﾞｽの各州城を攻め,宋軍の反撃に遭っ
  て李継捧は捕縛,李継遷は密かに遁走,謝罪し許しを請うた
994年2月13日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･応天1年|前黎朝1代･黎桓が応天と改元(-1007)
994年3月15日-09:00|朝鮮|  ||高麗･統和12年2月|高麗､契丹統和年号を施行
994年4月23日-09:00|日本|  ||正暦5年3月10日|<死去>藤原高光(生年939年/公家､僧､歌人)
994年7月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ辺境伯｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ1世｣54歳
994年7月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣(~10180623死去)
994年7月12日-09:00|朝鮮/中国|  ||高麗･統和12年;宋･淳化5年6月|高麗､宗との通交を絶つ
994年8月15日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|正暦5年7月6日|高野山金剛峯寺の大塔､講堂などが雷火で焼
  失
994年8月20日-09:00|日本|  ||正暦5年7月11日|<死去>藤原道信(生年972年/公家､歌人､中古三十六歌仙の一人)
994年12月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾅﾊﾞﾗ王･ﾊﾟﾝﾌﾞﾛｰﾅ王｢ｻﾝﾁｮ･ｶﾞﾙｾｽ2世｣
994年12月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王･ﾊﾟﾝﾌﾞﾛｰﾅ王｢ｶﾞﾙｼｱ･ｻﾝﾁｪｽ2世｣ｻﾝﾁｮ･ｶﾞﾙｾｽ2世とｳﾗｶ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽの男子
  (~1004年死去)
995年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｱﾌﾘｷﾞｯﾄﾞ朝ｼｬｰ｢Abu 'Abdallah Muhammad｣
995年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｸﾜﾗｽﾞﾐｱﾝ朝ｼｬｰ｢Abu'l-Ali Ma'mun ibn Muhammad｣(~997年)
995年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾏﾑﾆ朝ｼｬｰ｢Abu'l-Ali Ma'mun ibn Muhammad｣(~997年死去)
995年-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ|  |||このころまでに､ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ島住民が共通の文化圏を形成
995年-02:00|ﾌﾞﾙﾝｼﾞ/ﾙﾜﾝﾀﾞ|  |||このころまでに､農耕民ﾌﾂの移住が定着
995年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｶｽﾃｨｰﾘｬ伯｢Garcia Fernandez｣
995年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｴﾘｸ6世(勝利)｣
995年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾘﾋﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<死去>ｽﾞｨｰﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ﾌﾞﾙｯｷﾞｰﾝ｣
995年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄﾛｱ･ﾓｰ伯｢Herbert3世｣
995年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾎｰｺﾝ･ｼｸﾞﾙﾄﾞｿﾝ｣ﾃﾞﾝﾏｰｸ総督
995年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｶｽﾃｨｰﾘｬ伯｢Sancho Garcia｣(~10170205死去)
995年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｸﾞｳﾞｧｱﾙﾀﾞ｣(~1000年)
995年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢Thibaut2世｣(~10040711死去)
995年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯･ﾄﾛｱ･ﾓｰ伯｢ｴﾃｨｴﾝﾇ1世｣(~1020年死去)
995年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｽ･ﾊﾟﾗﾃｨﾝ伯｢Folmar2世｣(~1026年)
995年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｵｰﾛﾌ･ｽﾄｯｺﾇﾝ｣(~1022年死去)
995年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾘﾋﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｽﾞｨｰﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾊﾞｰﾃﾞｨｰｽ･ｲﾌﾞﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ｣(~1016年死去)
995年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｵｰﾗｳﾞ1世ﾄﾘｸﾞﾍﾞｿﾝ｣(~10000909死去)
995年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退任>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢ｳｰﾄﾞ1世｣
995年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾊｰﾛｶﾞﾗﾝﾄﾞはﾉﾙｳｪｰの一部になる
995年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛはﾌﾞﾙｶﾞﾘｱの家臣(~1018年)
995年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｹﾈｽ2世兄弟殺し王｣
995年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ3世｣ｶﾘﾝの息子(~997年死去)
995年2月3日-09:00|日本|滋賀県大津市|正暦6年|恵心僧都,浮御堂(海門山満月寺)建立
995年2月3日-08:00|中国|  ||宋･至道1年|<即位>兀惹王｢烏昭慶｣(~996年)
995年2月3日-08:00|中国|  ||宋･至道1年|北宋･太宗趙炅が至道(-997年)と改元
995年2月11日-09:00|日本|京都府京都市|正暦6年1月9日|冷泉上皇の御所鴨院関白道隆及び内大臣伊周の二条第
  焼亡
995年3月25日-09:00|日本|  ||長徳1年2月22日|正暦から長徳に改元
995年5月29日-09:00|日本|  ||長徳1年4月27日|<就任>関白:藤原道兼(~長徳元年5月8日在官中に薨御)
995年6月2日-09:00|日本|  ||長徳1年5月2日|<死去>藤原道綱母(生年936年/歌人､藤原兼家の妻､女房三十六歌
  仙の一人)
995年8月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<再任>ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢Otto1世｣(~10041104死去)
995年8月28日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世｣兼ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯
995年8月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世｣
995年8月28日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ3世｣(~1002年)
995年8月28日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ4世(聖公)｣皇帝ﾊｲﾝﾘﾋ2世(~10040321､義理の兄
  弟であるﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯ﾊｲﾝﾘﾋ5世にﾊﾞｲｴﾙﾝを授けた)
995年9月27日-09:00|朝鮮|  ||高麗･統和13年9月|高麗､10道を定め州県制を施行
996年-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ|  |||<即位>ｷﾙﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢Ali ibn Bashat｣(~1001年)
996年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ宮中伯｢ﾍﾙﾏﾝ1世痩身伯｣
996年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｰﾙ伯｢Eudes Henri｣(~1002年)
996年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ宮中伯｢ｴｯﾂｫ(ｴﾚﾝﾌﾘｰﾄﾞ)｣(~10340321死去)
996年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｺﾝﾗｯﾄﾞ｣(~998年)
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996年1月23日-08:00|中国|  ||宋･至道2年|<即位>天山ｳｲｸﾞﾙ王国可汗｢ﾎﾞｷﾞｭ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ﾃﾝｸﾞﾘ･ｲﾘｸﾞ｣
996年1月23日-08:00|中国|  ||宋･至道2年|宋太宗は40万粟の兵糧を霊州へ運んだが途上で李継遷によって全て
  を略奪された
996年2月7日-09:00|日本|  ||長徳2年1月16日|<長徳の変>藤原道隆の遺児である藤原伊周が通っていた故太政
  大臣藤原為光の娘三の君と同じ屋敷に住む四の君(藤原儼子)に花山法皇が通いだしたところ､それを伊周は自
  分の相手の三の君に通っているのだと誤解し､弟の隆家に相談.隆家は従者の武士を連れて法皇の一行を襲い
  法皇の衣の袖を弓で射抜く
996年3月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾛﾜ伯･ｼｬﾄｰﾀﾞﾝ伯｢ｳｰﾄﾞ1世｣
996年3月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾄｰﾀﾞﾝ伯･ﾌﾞﾛﾜ伯｢Theobald2世｣(~10040711死去)ﾄｩｰﾙ伯
996年4月1日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第137代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ15世｣
996年4月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ｵｯﾄｰﾈ3世｣ﾛｰﾏ皇帝.ｵｯﾄｰﾈ2世の子､ｵｯﾄｰﾈ1世の孫(~10020123病死)
996年4月21日-09:00|日本|  ||長徳2年4月|<長徳の変>藤原隆家が出雲権守に左遷/伊周は勅命によるもの以外
  は禁止されている呪術である大元帥法を密かに行ったとして大宰権帥に左遷/その他中関白家に連なる面々が
  連座して処断､伊周の叔父高階信順は伊豆権守へ左遷､高階道順が淡路権守へ左遷/大江以言が飛騨権守へ左遷
996年4月21日-09:00|朝鮮|  ||高麗･統和14年4月1日|高麗､鉄銭を鋳造
996年5月3日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第138代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ5世｣(~09990218死去)
996年5月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｵｯﾄｰ3世｣ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王(~1002012
  4没)
996年6月26日-09:00|日本|京都府京都市|長徳2年6月8日|中宮･藤原定子の二条宮(東三条院東町)焼亡
996年10月14日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ﾌｧｰﾃｨﾏ朝第5代ｶﾘﾌ｢ｱﾙ=ｱｼﾞｽﾞ･ﾋﾞﾗｰ｣
996年10月14日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ﾌｧｰﾃｨﾏ朝第6代ｶﾘﾌ｢ｱﾙ=ﾊｷﾑ･ﾋﾞ=ｱﾐｰﾙ･ｱﾗｰ｣(~10210213死去)
996年10月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)兼ﾊﾟﾘ伯｢ﾕｰｸﾞ･ｶﾍﾟｰ｣享年58(938年生)
996年10月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾟﾘ伯｢ﾌﾞｼｬｰﾙ1世｣(~1005年)
996年10月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾛﾍﾞｰﾙ2世(敬虔王)｣ﾕｰｸﾞ･ｶﾍﾟｰの子(~10310720死去)
996年11月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾊｰｷﾑがﾌｧｰﾃｨﾏ朝ｶﾘﾌとなる
996年11月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｢ﾘｼｬｰﾙ1世無怖公｣
996年11月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｢ﾘｼｬｰﾙ2世善良公｣(~10260828死去)
996年12月28日-09:00|日本|京都府京都市|長徳2年11月16日|北野社焼亡
997年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･興統1年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｼｭﾘｰｳﾞｨｼﾞｬﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ｣(~1007年)
997年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>後期ﾁｬｰﾙｷﾔ朝国王｢Satyashraya｣(~1008年)
997年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｸﾜﾗｽﾞﾐｱﾝ朝ｼｬｰ｢Abu'l-Hasan Ali ibn Ma'mun｣(~1008年)
997年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾏﾑﾆ朝ｼｬｰ｢Abu'l-Ali Ma'mun ibn Muhammad｣
997年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾏﾑﾆ朝ｼｬｰ｢Abu al-Hasan 'Ali｣(~1009年死去)
997年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾏﾙﾜｰﾝ朝｢Mumahhid al-Dawla Said｣(~1010年)
997年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｻﾐｭｴﾙ｣(~10141006死去)
997年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ王｢ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾄﾞﾙｼﾞｽﾗﾌ｣
997年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ王国ｳﾞｪﾙﾏﾝﾄﾞﾜ伯｢Albert2世｣(~1035年)
997年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ｸﾛｱﾁｱ王｢ｽｳﾞｪﾄｽﾗﾌ･ｽﾛｰﾆｬ｣(~1000年死去)
997年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｼﾞｮﾝ4世｣(~1002年)
997年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ｾﾙﾋﾞｱはﾌﾞﾙｶﾞﾘｱの一部となる(~1018年3月)
997年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ﾃｨﾙｽで船乗りやｱﾌﾀﾞｰｽがﾌｧｰﾃｨﾏ朝の支配に反乱
997年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ3世｣
997年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Mael Coluim｣
997年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｶﾞ伯｢Goncalo Mendes｣
997年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｩｶｰﾚ伯｢ﾒﾈﾝﾄﾞ･ｺﾞﾝｻﾚｽ｣(~10081006死去)
997年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｹﾈｽ3世首領/茶毛王｣ﾀﾞﾌの息子(~10050325死去)
997年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Eogan mac Domhnall(Owen2世)｣(~1015年死去)
997年2月1日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ大公｢ｹﾞｻﾞ｣
997年2月1日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ大公｢ｳﾞｧｲｸ･ｲｼｭﾄﾊﾞｰﾝ･ﾌｨｱ･ｼﾞｪｸｻ｣(⇒10001225､ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ｼｭﾃﾌｧﾝ
  1世｣~10380815死去)
997年4月24日-08:00|中国|  ||契丹･統和15年3月15日|契丹､夏国王李継遷を封じて西平王とする
997年5月-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ16世｣(~998.2退位)
997年5月8日-08:00|中国|  ||宋･至道3年3月29日|<死去>北宋第2代皇帝｢太宗(趙炅)｣享年57[939年10月17日生
  ～]
997年5月8日-08:00|中国|  ||宋･至道3年3月29日|<即位>北宋第3代皇帝｢真宗｣(~乾興元年2月19日(1022年3月23
  日)死去)
997年7月23日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｻｰﾏｰﾝ朝第8代ｱﾐｰﾙ｢ﾇｰﾌ2世｣
997年7月23日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｻｰﾏｰﾝ朝第9代ｱﾐｰﾙ｢ﾏﾝｽｰﾙ2世｣(~9990202暗殺される
  )
997年8月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||西ｳﾏｲｱ朝軍がｷﾘｽﾄ教徒の聖地ｻﾝﾃｨｱｺﾞを略奪
997年8月5日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｶﾞｽﾞﾅ朝第5代君主｢ｻﾌﾞｸ･ﾃｨｷﾞｰﾝ｣
997年8月5日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝第6代君主｢ｲｽﾏｰｲｰﾙ｣(~998年)
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997年8月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ｺﾝﾗｰﾄ1世｣
997年8月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾍﾙﾏﾝ2世｣(~10030504死去)
997年10月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾊﾏﾀﾞｰﾝ政権･ﾗｲ政権)ｱﾐｰﾙ｢ﾌｧﾌﾙ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣
997年10月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾊﾏﾀﾞｰﾝ政権)ｱﾐｰﾙ｢ｼｬﾑｽ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣(~1021年死去)
997年10月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾗｲ政権)ｱﾐｰﾙ｢ﾏｼﾞｭﾄﾞ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣(~1029年死去)
997年10月1日-09:00|日本|  ||長徳3年8月27日|<死去>清和源氏･源経基の嫡男で多田源氏の祖･源満仲(86歳)
997年11月3日-09:00|日本|長崎県|長徳3年10月1日|南蛮人が壱岐､対馬などに乱入
997年11月29日-09:00|朝鮮|  ||高麗･統和15年10月27日|<死去>高麗王｢成宗｣
997年11月29日-09:00|朝鮮|  ||高麗･統和15年10月27日|<即位>高麗王｢穆宗｣第5代国王景宗の長男(~10090302
  死去)
998年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ1世ｱﾙｽﾗﾝ｣ｱﾘｰ･ｱﾙｽﾗﾝ･ﾊﾝの子(~1017年)
998年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝第7代国王｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣(~10300430死去)ﾎﾗｻｰﾝの支配を確立
998年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Shahriyar3世｣⇒｢al-Marzuban｣(~1006年)
998年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<復位>ｽﾞｨﾔｰﾙ朝第4代国王｢ｶｰﾌﾞｰｽ･ﾌﾞﾝ･ﾜｼｭﾑｷﾞｰﾙ｣(~1012年死去)
998年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｧﾛｱ伯･ｳﾞｪｸｻﾝ伯｢Walter2世｣前伯爵の息子(~1017年)
998年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾙﾋﾞｯﾂ君主｢Ja'far al-Kalbi｣(~1019年)
998年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｱｯﾍﾏｰ｣(~999年)
998年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾍﾃﾞﾏﾙｹﾝ王｢Rorik Dagsson｣(~1018年)､｢Ring Dagsson｣(~1018年)
998年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<復位>ｴﾉｰ伯｢ﾚﾆｴ4世｣(~1013年死去)
998年1月31日-08:00|中国|  ||宋･咸平1年|北宋･真宗趙恒が咸平(-1003年)と改元
998年2月-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<退位>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ16世｣
998年2月14日-09:00|日本|  ||長徳4年1月15日|<任命>鎮守府将軍｢藤原兼光｣(~不詳)
998年5月8日-09:00|日本|京都府京都市|長徳4年4月10日|松尾祭で田楽の間に雑人争い､京人多数死亡
998年5月8日-09:00|日本|京都府京都市|長徳4年4月10日|神祇官斎院舎焼亡
998年8月19日-09:00|日本|  ||長徳4年7月25日|<死去>藤原佐理(生年944年/公卿､能書家)
998年10月28日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾙﾃﾞﾝﾇ伯｢ｼﾞｰｸﾌﾘｰﾄ｣
998年10月28日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾙﾃﾞﾝﾇ伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣ｼﾞｰｸﾌﾘｰﾄ1世の息子(~10260227死去)､｢ｷ
  ﾞｾﾞﾙﾍﾞﾙﾄ1世｣(~10040518没)
998年12月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾌｧｰﾙｽ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｻﾑｻｰﾑ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣
998年12月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾌｧｰﾙｽ地方･ｹﾙﾏｰﾝ地方)ｱﾐｰﾙ｢ﾊﾞﾊｰ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣ｱｽﾞﾄﾞ･ｳｯﾀﾞｳﾗの子(~10121
  222死去)
998年12月22日-09:00|朝鮮|  ||高麗･統和16年12月|高麗が田柴科制度を改定し品階制を制定
999年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Shaktivarman1世｣(~1011年)
999年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾄﾞﾗ朝国王｢Ganda-Deva｣(~1002年)
999年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾝｻｰ･ｱﾙｶｼﾞﾑ･ｱﾙｲﾔｰﾆ･ﾋﾞﾝ･ｱﾘ｣ｱﾙﾊﾃﾞｨ･ｲﾗﾙﾊｯｸ･ﾔｰﾔの従兄弟の血筋(
  ~1002年退位~10030711死去)
999年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<退位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱｯﾀﾞｲ･ﾕｰｻﾌ｣
999年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗｲﾀﾞﾙﾌ｣
999年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ国王｢ﾍﾞﾙﾑｰﾄﾞ2世｣ｶﾞﾙｼｱ王
999年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ2世｣ｷﾞﾖｰﾑ1世の子(~10190304死去)
999年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ5世｣(~10280704死去)
999年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ王｢ﾏﾚﾀﾞｯﾄﾞ･ｱﾌﾟ･ｵｳｪｲﾝ｣
999年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢ｻｲﾅﾝ･ｱﾌﾟ･ﾊｳｪﾙ｣(~1005年死去)
999年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾎﾟｲｽ王｢ﾙｳｪﾘﾝ･ｱﾌﾟ･ｻｲｼﾙ｣(~1023年死去)
999年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽはｸﾞｳｨﾈﾄﾞの一部(~1005年)
999年1月2日-09:00|日本|  ||長徳4年12月12日|<死去>藤原実方(生年生年未詳/公家､歌人､中古三十六歌仙の一
  人)
999年1月20日-08:00|中国|  ||宋･咸平2年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢尉遅薩格瑪依｣(~1005年)
999年2月1日-09:00|日本|  ||長保1年1月13日|長徳から長保に改元
999年2月2日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｻｰﾏｰﾝ朝第9代ｱﾐｰﾙ｢ﾏﾝｽｰﾙ2世｣暗殺される
999年2月3日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻｰﾏｰﾝ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ=ﾏﾘｸ2世｣(~同年捕らえられる~1004.12獄
  中で没し､ｻｰﾏｰﾝ朝はｶﾗﾊﾝ朝とｶﾞｽﾞﾅ朝に挟撃される形で滅亡)
999年2月7日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ﾎﾞﾚｽﾗﾌ2世｣
999年2月7日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ﾎﾞﾚｽﾗﾌ3世｣(~1002年5月)
999年2月18日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第138代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ5世｣享年27(972年生)
999年4月2日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>第139代ﾛｰﾏ教皇｢ｼﾙｳｪｽﾃﾙ2世｣ﾌﾗﾝｽ人の論理学者･天文学者ｼﾞｪﾙﾍﾞｰﾙ
  (~10030512死去)
999年7月5日-09:00|日本|京都府京都市上京区|長保1年5月20日|怨霊の祟りを恐れた朝廷が､903年に没した菅原
  道真に左大臣と正一位を贈り､北野神社を建立して祭る(北野天満宮(天神さま)の始まり)
999年7月29日-09:00|日本|京都府京都市|長保1年6月14日|内裏焼失
999年9月9日-09:00|日本|  ||長保1年7月27日|神社仏寺/過差停止/公事催勤が揃った最初の太政官符｢長保元年
  令｣発令
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999年10月-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ｶﾗﾊﾝ朝がﾌﾞﾊﾗを占領し､ｻｰﾏﾝ朝を滅ぼす
999年10月31日-08:00|中国|  ||契丹･統和17年;宋･咸平2年9月20日|契丹､宋を攻める
999年11月11日-08:00|中国|  ||契丹･統和17年;宋･咸平2年10月|契丹軍は遂城で敗れたものの､今度は河北定州
  などの地を掠めとる
1000年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｸﾑﾊﾙｻｲﾝ国
1000年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶｰｶﾃｨｰﾔ朝国王｢ﾍﾞｰﾀ1世｣(~1030年)
1000年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||この頃ｶｼﾞｭﾗﾎｰのｶﾝﾀﾞｰﾙ･ﾏﾊｰﾃﾞｰｳﾞｧ寺院､ﾌﾞｳﾞｧﾈｰｼｳﾞｧﾗのﾘﾝｶﾞﾗｰｼﾞｬ寺院が建立
1000年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ﾗﾜﾃﾞｨｯﾄﾞ朝君主｢Husain2世｣(~1019年)
1000年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ王｢ｽｳﾞｪﾄｽﾗﾌ･ｽﾛｰﾆｬ｣
1000年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾎﾞｼﾞｪｯﾁ｣(~1030年)
1000年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ辺境伯｢Adalbero of Eppenstein｣(~1035年)
1000年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ辺境伯｢ｴｯｹﾊﾙﾄ1世｣ﾏｲｾﾝ辺境伯(~10020430死去)
1000年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ公｢ｱｯﾍﾏｰ｣⇒｢ﾗﾝﾀﾞﾙﾌ7世｣(~1007年死去)
1000年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ｸﾛｱﾁｱ王｢ｸﾚｼﾐﾙ3世(ｸﾚｼﾐﾙ･ｽﾛﾆｬ)｣ｽｳﾞｪﾄｽﾗﾌ･ｽﾛﾝﾔの弟(~1030年死去)､｢ｺﾞｲｽﾗｳﾞ｣
  ｽｳﾞｪﾄｽﾗﾌ･ｽﾛﾝﾔの弟(~1020年死去)共同統治
1000年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾄﾞｩｸﾘｬ王国国王｢St. Jovan Vladimir｣(~10160522)
1000年-01:00|ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国|  |||ｺﾝｺﾞでﾊﾞﾝﾂｰとﾋﾟｸﾞﾐｰの接触がはじまる
1000年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾗｸﾞｰｻﾞはｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国の主権下(~1018年)
1000年 00:00|ﾏﾘ|  |||このころまでにﾆｼﾞｪｰﾙ川中流域に鉄器文化が普及
1000年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||このころ､ｱｲｽﾗﾝﾄﾞでｶﾄﾘｯｸが国教化
1000年 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｶﾘﾌﾞ族が海岸地帯に侵攻.ﾁﾌﾞﾁｬ族はﾎﾞｺﾞﾀなど山間部に追いやられる
1000年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾁﾑｰ文化が興る
1000年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||この頃ｱｲｽﾗﾝﾄﾞからﾗｲﾌ･ｴﾘｸｾﾝ､ｱﾒﾘｶのｳﾞｨﾗﾝﾄﾞ(いまのﾏｻﾁｭｾｯﾂ州)に上陸
1000年1月10日-09:00|日本|  ||長保1年12月1日|<死去>昌子内親王(生年950年/第61代朱雀天皇第一皇女､第63
  代冷泉天皇中宮)
1000年2月8日-08:00|中国|  ||宋･咸平3年|中国で航海用の磁石ｺﾝﾊﾟｽが登場､天子南面すで針は南向き
1000年2月8日-08:00|中国|  ||契丹･統和18年1月|契丹､軍を還す
1000年4月7日-09:00|日本|  ||長保2年3月1日|日蝕により､結政参せず
1000年9月9日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｵｰﾗｳﾞ1世ﾄﾘｸﾞﾍﾞｿﾝ｣
1000年9月9日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｴｲﾘｯｸ･ﾊｰｺﾝｿﾝ｣(~1015年)
1000年9月9日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<復位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｽｳﾞｪﾝ1世双叉髭王｣(~10140203死去)
1000年9月9日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸがﾉﾙｳｪｰの一部(ｳﾞｨｰｸﾙ)を支配(~1015年)
1000年9月16日-09:00|日本|京都府京都市|長保2年8月16日|<長保2年鴨川決壊>夜来,鴨川が氾濫しあふれた河水
  が京の市中に浸水,特に鴨川沿いの京極より西の地域では多くの人や家が流れた
1000年10月30日-08:00|中国|  ||契丹･統和18年;宋･咸平3年冬|契丹帝国の蕭太后は軽騎数千で楊延昭の部隊を
  襲った/楊延昭は契丹軍を殲滅
1000年11月17日-09:00|日本|奈良県奈良市|長保2年10月19日|東大寺西塔･興福寺喜多院など消失
1000年11月29日-09:00|日本|  ||長保2年11月|疫病流行し､死者多数
1000年12月23日-09:00|日本|京都府京都市南区|長保2年11月25日|京都東寺の宝蔵が焼失し,善通寺の公験など
  を焼く
1000年12月25日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ｼｭﾃﾌｧﾝ1世聖王｣建国(~10380815死去)


